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子供の

教育

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

初 等協会の創立100年 を記念す る今年・私

たちは，世 界中の子供 たちが この組織 を

必要 としているという意識をます ます強 くし

ている。子供たちは，幼い うちに福音の原則

に従 って生活することの大切 さを学ぶ と共に，

イエ スが救い主であ り，天父の御子であると

い う証を培 うように しなければならない。子

供たちを教える最良の方法は，救い主の模範

に従って えることてある。救 い主は子供た

ちを愛された。彼 らをみ腕に抱 き，祝福され

た。今 日の子供 たち も，イエスの時代 と同 じ

ように，愛 と理解 と思 いや りと忍耐をもってー～ ㌔一 ～ 一
教 える必要がある。そのために努力を払い過`一 .　 ～ 一.・!　～'

一 ・これほど価値のある
仕事はないからである。私たちは，すべての

子供 たちに初等協会の祝福 を及ぼすようにし

なければならない。

初めに，主は男 と女 とを創造 し，「殖 えよ，

地に満ちよ」 と言われた。また，子供たちの

世話 をし，彼らに正義の原則を教えるように

と命 じられた。

私たちの天父は，子供たちの衣食住の必要

を満た し，十分な しつけと教育 を施す責任を

両親に課せ られた、そして，ほ とんどの親は

住居 を整えて雨風か ら子供 を守 っている。病

気にかからない ように気 を配 り，安全に快適
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に過ごすための衣服 を与 え， また健康 と成長

のために必要 な食物 を用意 している。しか し，

子供たちの心に対 しては何をしているだろうか。

寒い冬に，ほ とん どの子供たちは暖か く着

こんで学校に出かけ る。靴底の厚いブーツを

履 き，厚 いコー トを着て，首にはえ り巻 きを

巻 き，手袋 もはめている。すべ て厳 しい寒 さ

か ら身を守るためである。しか しその子供た

ちは，他の若者たちの誤った思想や，時代の

誘惑か ら守られているだろうか。

潜水夫は寒 さから身を守 るために，ゴム製

の重い潜水服 を身につける。それ と同 じよう

に，私たちは子供たちを霊的に冷え冷えとし

鑑 な1畿て捷麟 響

だう つか。
一

屋外で働レこている人は，それな りの装いを

すれば暴風雨か ら身を守 ることがで きる。 し

か し，子供たちは，家族の献身的な生活，愛

と尊敬，理解，正 しい教育 としつけによって，

十分 な保護 を受けているだろうか。

子供たちが学校に行 った り，友達 と遊びに

出かけた りすると，親にはその子供 たちが何

を学んでいるか全 くわか らない。 しか し，毎へ 　
，日時間を て 共た に福音の計画 を話す

.うにす"愚 だ否定的な事柄は

子供たちの'・ ・ら""る で あろ う。

主はこのことを御存知であった。毎週 月曜

日の夜，できればその他の夜にも家庭の夕べ

を開 くように という啓示が私 たちに与えら一れ・

郷
脅 塾

襲，

亀 廼

護

難

縷

鱒肋匙研粥 拶"
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たのは，そのためである。すべての父親，.母親

が少な くとも毎週月曜 日，子供 たちをまわり

に集めて，福音を教え，心からの証を述べ たと

した ら，この世界はどのようになるだろうか。

それでもなお不道徳や非行，不貞に よる家庭

の破壊は続 くであろうか。否，離婚 は減少し，

多くの法廷がその門を閉じるに違いない。

「またお前たちは
，自分の子供 らを飢えさ

せ た りはだかの まま置いた りは しないであろ

う。 またお前たちは 自分の子供 らが神の律法..

に背 き互いに争 った り戦ったりして，私たち

の先祖が言った悪魔すなわちあらゆる義 しさ

の敵であって罪の頭 である悪魔に仕 えること

を許さず，
ま こ と

℃灘雛撚鞘
(モー サヤ4：14-15)

両 親 はその模範 と教えに よって，成長期 に

ある子供たちの心に，他人の所有物 と権利を

尊重す る精神を植え付けることがで きる。子

供が他人の物を盗んだり壊したりした場合(こ

のようなことが2，3度 あるか も知れないが)，

そのことを子供 自身にわび させ，償いをさせ

るように している親の子供は，やがて立派な

市民 とな り，両親に名誉 をもたらす。自ら法

律や規則を守る両親は， その模 範 と教えによ

って子供にも同様の行ないをさせ，無秩序や

不従順か ら子供 を守 るこ とができる。すなわ

ち外面的な規律 をよく守らせ るようにす る時

に，内面的な規律 もよく守らせることがで きる

のである。自己の確かな信念に従順 であるこ

とは，他人のそれに従 うよりLもはるかに大切

であ り， また喜ばしいことである。

私たちは，社会の指導者 であ りなが ら， 自

分の家族 を治め，わが子の不安 な心 を静めら

れない人， 自分の感情 を制することので きな

い人 をよ く見かける。親が不敬な行為 を働 く

と， それを目にする次代の若者の多くも同じ

道 を歩 まないだろうか。 また，親が少 しの関

心 も示さないでいて，子供に霊的で信仰深い，

敬慶な人になるように望む ことができるだろ

うか。

両親は，新聞や雑誌を読 んで，世の中が子

供 たちに教えようとしているものに気づいた

ならば，なお一層の決心 をして子供たちをそ

のよっな罪や過ちの影響か ら守 るようにしな

ければならない。そ して，世の中で行 なわれ

ている悪 を相殺 じ，無力にするような家庭生

活 を送 ると共に，そのように しつけ，訓練 し

なければならない。子供たちは世の中の邪悪

な事柄 を知 ると同時に，善い事柄，正 しい反

応，正 しい態度 をもまた学ぶ必要がある。現

在，察族の祈 りや霊的な態度，正 しい教えに

あずかっていない子供たちが多い。 自分の子

供にそのような機会 を与 えていない両親は，

子供が適切 で健全な訓練を受け られるように

二倍 .の勢力と努力 を傾けなければならない。

予言者 リーハ イは，子孫のことを非常に心

配 して，次のように言っている。「しかしごら

ん，私の孫 たちよ。私はお前たちに祝福 を与

えなか ったなら安心 して死ねない。私はお前

たちが従 うべ き道に従って育てられたなら，

その道か ら外れないことを知っているか らで

ある。」(IIニ ー ファイ4：5)そ して，さらに

こう言っている。「それで，もしもこれからお

前たちがのろわれるならば，そののろいがお
せめ

前たちか ら取 り去 られて， のろいの下った責

がお前たちの両親の頭に帰す るように，私は

祝福 をお前たちに残 してお く。」(IIニ ーファ
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イ4：6)自 分 の子供が道か ら外れてしまった

時，私たちは親 としてそののろい，つ まり責

任 を負 う覚悟ができているだ ろうか。

モルモン経は次のような言葉 で始まってい

る。「私すなわちニーファイは善 い父母か ら生

れたので，父の知 っていたすべての学問の中

からいくらかの教 えを受けた。私は一生の中

にこれまで多 くの報難 に逢 ったけれ ども，生

涯主の厚い恵み を受けて， まことに神の恵み

と神の奥義 とを深 く知 っているか ら，私は今

一生の中にしたことを記録す る
。」(1ニ ー フ

ァイ1：1)ニ ー ファイは生涯両親の教 えに従

い，両親か ら良い指導を受けた。

次に，イノスの言葉にも注意 してみよう。
　

彼の記録はわずかであるが，その中に次のよ

うにある。「私イノスは，私の父が父の言葉で

教え，また主の愛 と誠命 とを私に教 えたか ら，

父が正しい人であることを知っている。か よ

うに父に教えを受けたか ら，私は私の神の御

名 を讃美する。」(イ ノス1)イ ノスは確かに

自分 自身の問題を抱えていた。しか し，父親

の教 えに従って解決 し，良 く指導 して くれた

父親に名誉を帰 している。

また一方では，親 としての務め を果たさな

い父親 と母親に，聖典は罪を宣告 している。

大祭司であったエ リは，息子たちが犯 した重

大な罪の責めを負わ された。主はサムエルに

ひそかに言われた。「……わたしが，かつてエ.

リの家について話 したことを……エ リに行 う

であろう。

……その子らが神 をけが しているのに，彼

がそれをとめなかったか らである。」(サ ムエ

ル上3：12-13)

近代 に主はこのよ うに言っておられる。「今

やわれ主は，シオンに住む民を悦ばず。そは，

4

怠 る者その中にあ り，彼 らの子 らもまた今や

次第に悪事 に増長 し」(.教義 と聖約68：31>と

私 たちは，ただ.自分の 、"心 を満足 させ るた
、 鰹 一.円～.，.....・..一 　Ψ'「 四 ～ 暫」一 ・.畠`… 一 〔

一 ない・私たちの務め
は，子供 たちが将来王 とな り，女王 となり，

主の祭司 とな り，女祭司となれるようにする

ことである。

フレデ リック ・G・ ウイリアムズに対 して

主は次のように言われた。「汝は，今なお引 き

つずきこの罪に定め られた り。

すなわち，汝はいまだに……汝の子供たち

に光 明と真理 を教え居 らず，さればかの悪魔

はいまだに汝 を支配 し居れり，これ汝の苦 しみ
ゆえん

を受 くる所以なり。」(教 義 と聖約93：41-43)

次 に，主 はシ ドニー ・リグ ドンに次のよう

に命 じておられる。「われ誠に，わが僕シ ドニ

ー ・リグ ドンに告 ぐ
，汝はその子供 たちに就

きいまだにわが誠命 を守 らざる ところあ り。

故に， まず汝の家 を整 うべ し。」(教 義 と聖約

93：44)

さ らに，主は次の ように言ってお られる。

「われ一人に対 して言うことは
，万人に向い

て言 うな り。汝 らかの悪魔に征服せ られて，

今居 る所 より立 ちのかされざる様常に祈 るべ

し。」(教 義 と聖約93：49)

私 たちが親 として子供 を教 えなかったこと

を主か らとがめ られ るとしたら， どんなに悲

しいことだろ うか。子供が誕生すると，両親

には実に大 きな責任が課せ られ る。衣食住は

もちろん，愛す るこ と，やさ しくしつけ るこ

と，教 え，訓練することが求められるのである。

無論 中には，両親が訓練 し，教育 したに

もかかわ らず不従順 な子供 も多少はいる。 し

か し，大半の子供は親のそのような指導に応

えるものである。聖典には，「灘



一 も・
それ を離れることがない」艦 言22： と記

されている。仮 に道か ら離れることがあった

としても，正 しく育 てていれば，将来恐らく

帰って くるであろう。

イスラエルの父親 と母親が彼らの子供 に対

する務め を完全 に果たしていたとして も，パ

レスチナの森は消え失せ，一本の草木 もない

山々 となっていたであろうか。彼 らの軍勢は

打 ち破 られ，天が鉄，地が真鍮のよ うになっ

たであろうか。飢饅が国中に広がったであろ

うか。母親がわが子 を食べ るようなことがあ

っただろ うか。民は再び とらわれの身に陥っ

たであろ うか。

また，バ ビロンのすべての父親が，母親の

助け を得て，幼子たちを主の教 えと勧告に添

って教 え，訓練 していた としても，あの巨大

な都市は砂 と腐敗にまみれ，土の下に埋 もれ

たであろうか。また，泉が枯れ，神殿が破壊

されたであろうか。飲めや歌えの大騒ぎをし

て，差 し迫った危険を忘 れるようにする必要

があったであろうか。や しの木や柳の木が枯

れ，土地が乾いて荒涼とした有様になってい

たであろうか。バ ビロンは笑い草 となったで

あろうか。また，おおかみやジャッカル，ふ

くろう，陰気な動物たちがそこに住み，羊飼

いやアラビア人がその地 を迂回して通るよう

な，そんな町になったであろ うか。

古代 ローマのすべての父親が， その息子た

ちに戦いではな く正義 を教え，すべての母親

し
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が家庭を子供たちの安息の場 としていたな ら

ば， またすべての親が子供たちを競技場や公

衆浴場ではな く， 自分の家庭に集めていたな

らば，そして子供たちに，純潔，名誉を重ん

じる心，誠実，清 く生活することを教えてい

たならば，古代 ローマは現在 もなお世界の強

国 として栄 えていたであろう。古代 ローマ帝

国を滅亡に追いやったのは，北方か らの侵略

者ではなく，国内に潜行 していた道徳上の腐

敗である。

アダム以来世の親 たちが，主の命に従 って

ホームテ ィーチング，家庭の夕べ を行 ない，

家族の集いを持 ち，愛ある家庭生活 を営んで

いたならば，大洪水 も，バベルの塔 も， ソ ド

ム とゴモラもなかったであろ う。また，サマ

リヤの街路が掘 り返 され，エルサレムの城壁

が破壊 されることもなか ったであろう。

この神権時代に，主は子供 を持つ人々に対

して，主の基本的な戒め を繰 り返 し述べてお

られ る。「また，シオン……にて子供 を有する

両親あらば，……(そ の子供に)教 義を教え

て理解せ しめ ざれば，罪その両親の頭に留る

べ し。(恐 ろしいことである!〉

およそシオン……に住め る者の律法はか く

の如 し。

また両親はその アち「に祈 ることと'

の 前 に 正 し く・・む こ とと を教 え さるべ か らず 。」

(教 義 と聖 約68：25-26，28)

光 を輝 か す に は ふ たつ の 方 法 が あ る。 ひ と

つ は 、っそ く と な こ と で あ り， も う ひ とつ

は'を ・ る鏡 とな ことである。両親は

そのどちらに もなることができる。子供は，

自分が家庭生活の中で経験 したことを自分 自

身の生活に取 り入れるものである。両親が度

度神殿に行 くのを目にする子供は，神殿 を中

6

心 とした生活 を計画す るようになる。また，

宣教師のために祈 るこ』とを教えられている子

供は，その心 と思いが伝道プログラムに向 き，

ご く幼い時か.ら霊的にも物質的に も将来の伝

道の召しに備えるであろ う。

家庭生活，ホームティーチング，親の教育，

父親の指導， これ らは世の病の万能薬であ り，

霊的，情緒的な病気の治療法，様々な問題の

救済手段 であ る。従 って，両親は子供の教育

を学校の教師や初等協会，扶助協会， 日曜学

一 蝉 ・父親
と母親は， △のプログラムを活用 しながら

　 た ばならない。
主はそのために家庭の夕べのプログラム を啓

示 して下さったのである。

神 は私たちの御父であ り，私たちを愛 して

下 さっている。神は多くの勢力 を費や して私

たちを訓練 して下さっている。従って，私 た

ちも天父の模範 に倣 って，惜 しみな く子供 を

愛 し，正義に基づいて養育 しなければならな

い。子供 の好 き勝手にさせている親は将来失

望 を味わ うであろう。そ うならないために，

私たちは家庭生活 をよく考え，計画 して，子

供たちが主 イエス ・キリス トの弟子 となるよ

うに教育 しなければならない。

初 △の主 壬は 教会の子 共たちに福音

を教'る 手助けを こ"る 。つま り，

初等協会には子供たちが両親か ら受けている

量'主 壬'あ る
。初等協会の 目

的は，子供 たちを義 しい生活をするように促

し，幼 い時か ら生涯 を通 じて正 しい決断が下

せ るように援助す ることである。私たちは，

子供 たちの心に証 と信仰 を育 もうと努力して

いる両親 を，一生懸命に献身的に援助 しなけ

ればならない。
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初 等協会100年 の歩み

ス ー ザ ン ・：オー マ ン

キ ャ ロ ル ・マ ドセ ン

オー レ リア ・ス ペ ンサ ー ・ロジ ャー ズ

1878'ユ'mつ 一 こ ン ・'の 扶 助 協 会 役 員 と，誠 ・
初め とす るソル トレークからの訪問者たR・スノー姉妹

ちが汽 を待っていた。その時，一行の接待役であったオー レ

リア・スペ ンサー・ロジャーズ姉妹は， 日頃から気になっていた

ある事柄 を話 じ・始めた。それは，近所の小 さな男の子たちが夜

になって も大勢通 りで遊び，「中には 『不良少年』とい う汚名を

着せ られて も仕方のない ような子供.もいた」 とい う事実 である。

ロジャーズ姉妹には12人 の 供かいたが，その っちの5人 は

幼 くして世 を去った。彼女は残った7人 の子供 に 百立の原則 を
'か けれは とい う気

.強 く持っていたが，たfそ れだけ

ことどまらず，福音の原則の石 たる土台もカ'し い

子供 たちにも大人の関心か"・ た と思 こ。

しか も， ロジャー ズ姉妹は単に心配す るだけでなく，行動 を

起 こしたのであった。スノー姉妹に提案するに先立って，数 ヵ

月間あれこれ と考えてきた。，「 いこ だ 艶'ノ

さな男の子のための 、哉はて きないものか ら?

ス ノー姉妹はこのことに興味を持 ち，扶助協会 と青年女子相

互発達協会の管理者 として， この件をジ ン ・テイラー大管

に話 してみる と返事 した。一
しば らくしてスノー姉妹は，ロジャーズ姉妹の監督であるジ

ョン ・W・ ヘ ス兄弟に，早急に母親たちを集め，子供の しつけ

について指導す るよう手紙 を書いた。その手紙を受け取 ったヘ

ス監督は早速，ファー ミン トンの子供のための組織の管理をロ

ジャーズ姉妹に依頼した。蝉 は相互肇;達初等協会

(その後間もな ム 湘 ・ の時に，

男の子に初等協会か必 かア 窪かヱあ礎 監

オ ー レ リア ・S・ ロ ジ ャ ー ズ

バ 煮 ・.
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ル イ ・B・ フ ェ ル ト

歌 を正 しく歌 うには男の子の声だけでな く，女の子 の声 も必要

である」 と感 じた。 ，..「.・ 『

女の子 も 口えるべきだろうか。ロジャーズ姉妹は，スノー姉

妹か らの手紙 を読んでそうすることに決めた。「あなたのお手紙

を拝見し，心からうれしく思っています。あなたは神の霊感に

よって導かれています。また，偉大でこの上な く重要 なプ ログ

ラムが，シオンの将来のために始 まったことを非常に強 く感 じ

てい ます。……ジョン ・テイラー大管長 もこれを認めてお られ

ます。」

初等協会 の最初の集会は，1878年8月25日 に開かれることに

なった。ヘ ス監督の提案 で，ロジャー ズ姉妹 は，新たに召 され

たふた りの副会長 と一緒にワー ド部の全家族 を訪 問した。その

結果，男115名 ， 女子100名 が 登録す ることになった。そこで

彼ら全員 を招待 し，大勢が まった。 しか し遅れて来る子供た

ちが多かった。このような子供たちの遅刻 と 「予期せぬ妨害」

(ロ ジャー ズ姉妹はこう呼んでいた)で ，集会は 「成功 とは言

えないものだった。」物事 の最：初は何 でもそうであろう。この よ

うな状態で始 まった初等協会であったが，その 目的は初めか ら

明白に打ち出されてお り， ロジャーズ姉妹 は初等協会の時間外

にも良 い子供であるよう子供 たちに教えた。

初等協会は， これまでなおざ りにされていた子供たちの必要

を適切に満 たす ものであった。 こうしてエライザ ・R・ スノー

姉妹の指示の下に，初等協会が扶助協会 と同じように方々で組

織された。スノー姉妹は70歳 になって もなお各地 を旅 し，子供

たちが見たことのない予言者 ジョセブ ・ス ミスの銀板写真 と彼

の懐 中時計 を見せ て回った。 また，ノーブーや カー トラン ドの

子供たちの興味 深い話 をして聞かせたり，「賢明な目的のために

この時代 までとっておかれた貴い霊た ちである」 ことを説明 し

て，子供たちにこの世におけ る使命を理解 させ ようとしたりした。

今 日の初等協会指導者が見たら，これ らの集会 を聖餐会の縮

・J・版の ように思 うに違 いない。子供たちは50～60人 ご とのグル
ープに分かれて(時 には100人 以上になるこ ともあ

った)，.学校

や ワー ド部集会所の一室に集まった。対象 とされたのは，4歳

から14歳 までの子供たちである。(1913年 か ら12歳 以上の少年

はYMMIAに ，1920年 に は12歳 以 上の少女がYWMIAに 移行 し

た。)通常集会に出席す る成人は，初等協会会長 と副会長だけで

あった。ある時期には書記兼会計係 も子供が行なっていた。教

師 もいなければテキス トもない。 クラスの レッスンもない。ほ

とんどの時間は対話や暗唱，歌な どに 当て，本が入手できた時

にはそれを使った。

エライザ ・R・ スノー姉妹 は活動 を取 り入れ ることに賛成は

したものの，福音 を教えることがおろそかになることを心配 し，

1880年 代 の前半にシ リー ズものの書物を書いた。 これには讃美

蟻
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歌，対話劇，暗唱文，聖書に関する質疑応答 などが掲載 されて

いる。

ル イ ・ボ ー ト ン ・ フ ェ ル ト(1880-1925年)

2年 後 ，子供のためのこの組織は軌道に乗 り，エ ライザ・R・

ス ノー姉妹はこの組織 自体の指導者が必要であることを感 じ，

30歳 を1ヵ 月過 ぎたルイ ・ボー トン ・フェル ト姉妹 を，処 珪」

央管理会会 こ γ。 フェル ト姉妹は，ソル トレーク ・シテ

ィーの第11ワ ー ド部に組織された2番 目の初等協会組織の管理

を任せ られていた。 しか し彼女には子供がいなか った。1951年

に ラバー ン ・ワッツ ・パーム リー姉妹が会長 として支持 され る

まで， 自分 自身の子供 を持つ母親が中央管理会会長 を務 めたこ

とはなか った。 辻のいないことは会長に とって何 らハ ンデ

ではないσ、フェル ト姉妹に とって もそ うである。同僚のひ とり　
はフェル ト姉妹 について こう述べ ている。「彼女が子供たちに及

ぼす影響たるや ものすごいですわ。子供たちはフェル ト姉妹に

認めて もらえるなら何でもしたこ とで しょう。」

その影響力はその後45年 間初等協会に注がれ続けた。後任の

メイ ・ア ンダーソン姉妹は彼女の終生の友人だった。フェル ト

兄弟はル イの健康 を気遣い，出張する時には， いつ も， アンダ

ーソン姉妹 にルイの ことを頼んで出かけた
。こうしてアンダー

ソン姉妹は，献身的な同僚 として，また豊かな知識を具えた熱心

な初等協会 中央管理会会貝として，30年 近 くも彼女の傍 らにいた。

フェル ト姉妹 とアンダーソン姉妹 は，各地の初等協会 を訪 問

して，責任 のある姉妹たちを励 ますことを自分たちの務め と考

えていた。そのために，毎年何週間 も旅 をした。当時の通信は

手渡 しで行 なわれていたか らである。

1895年 ，このふた.りはユ タ大学に通い，当時 ヨーロッパから入

って きた幼稚園について学んだ。そして第11ワ ー ド部の教会堂

の地下室に個人の幼稚園 と託児室 を設け，この新 しい初等教育'

法 をどのように初等協会 に応用で きるか を研究することに した。

最初に考 えたことは，子供たちを年齢別に分けるというこ と

である。そして中央管理会では，次の段階 として，各年齢にふ

さわ しいレッスンを用意 した。 しか し， それを出版 しようとし

た時，思わぬ障害にぶつか った。教会か ら経済的な援助が受け

られないことである。実業家にも頼れなかった。しかし，1901

年 ， 中央管理会億 レ ッスンを機関誌 「チル ドレンズ・フレン ド」

に掲載する許可 を得た。そしてフェル ト姉妹は機関誌出版の費

用 を捻出す るために， 自分の家 を担保 に入れたのである。また，

初等協会の事務所が なか ったので， 自分の家 を提供 した。

彼女たちは もうひとつ立派な功績 を残 した。ある日通 りを歩

いていた時，松葉杖 をつ いた少年が困っている姿 を目撃 した。

教会の子供たちの健康 を守るにはどうしたらよいだろう?こ う

メイ ・ア ンダー ソ ン
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メ イ ・グ リー ン ・ヒ ン ク レ ー

して，1911年 グ ローブズ末 日聖徒病院に，初等協会後援の小児

ワー ド部が設けられた。その後ふた りは合衆国東部に出かけ，

療養所 を見学 し，子供たちに家庭 的な雰囲気の中で専門的な看

護が受けられるようにす る必要 のあることを感 じた。そして1922

年 に， ノーステンプルにあるハ イ ド氏宅が末 日聖徒小児療養所

兼託児所 となった。その年，子供 たちの誕生 日献金が始められ，

病院の整備やその他特別事業に当てられるようになった。

1920年 代 は，初等協会が合衆国から海外へ根 を下ろ した時代

である。ニュージーラン ドとメキシコにはすでに↓880年代 の前

半に， またハワイとカナダには1890年 代 に初等協会が組織され

ていた。 しか し，英国で組織されたのは1916年 の ことであ.る。

その後10年 間，家庭初等協会が数 多 く設けられるようになった。

1930年 ， 初等協会は，家庭初等協会 を伝道部に設けることに

した。これは2年 の うちに，スウェーデンや ドイツ，オランダ，

デンマー ク，スイス， スコットラン ド，南アメ リカにまで広 ま

った。

メ イ ・ア ン ダ ー ソ ン(1925-1939年)

初等協会が本格的に世界各国に広まったのは，メイ ・アンダ

ーソン姉妹 が会長の時である
。ア ンダーソン姉妹は20代 中頃に

中央管理会会員に召され，親友のルイ ・B・ フェル ト姉妹 と共

に長年働いた。中央管理会で35年 働いた間14年 と11ヵ 月会長 を

務めた。

メイ ・ア ンダーソン姉妹はお となしいフェル ト姉妹 とは対照

的であった。「彼女が まず考 えたことは，教会の子供たちの福祉

です」と，ある中央管理会会員は語った。「彼女は 自分の立てた

計画が教師に不都合であって も，両親にむずか しくて も一向悩

みませ ん。」アンダー ソン姉妹の果て しない計画の中には，病 院

新設と年齢別テキス トの作成が含 まれていた。

アンダー ソ≧姉妹は，1939年9月11日 に，長年携わって きた

初等協会の責任 を解任 された。

メ イ ・グ リ ー ン ・ ヒ ン ク レ ー(1940-1943年)

アンダー ソン姉妹の後任 を務めたのは， イギ リスか らの移民

としていろいろな経験 を積んだ有能な姉妹，メイ ・グリーン ・

ヒンクレー姉妹である。彼女は幼 い頃に母 を亡 くして苦労 を重

ね，十分な教育 を受ける機会 もなかったが， 自ら道を切 り開き，

ソル トレー ク病院の初代事務局長 を務めた。 また専任宣教師 と

して2回 伝道をし， グラナイ トステー キ部YWMIA会 長 を12年

間務め，達成プログラムの指導に当たった。このプログラムは

後に，教会の若い女性 のための グリーナー ガール ・プログラム

となった。ブライァ ント ・S・ ヒンクレー兄弟 との結婚 は遅 く，

自分 自身の子供には恵まれなかった。 しか し，夫の先妻の子供

10



たちを養育する機会 を得 た。その子供のひとりが， ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー長老 である。

ヒンクレー姉妹は，母親 としての経験がないこ とを痛切 に感

じていた。そのため，初等協会の会長に召された時には， とて

も驚き，これを受けることをちゅっちょした。 しか し，彼女の

夫は， 自分が北部諸州の伝道部 を管理 していた時に 自分 をよ く

助けて くれた妻のす ぐれた指導性 をよく知っていたので，この

召しを受 け入れ るよう勧めた。

ヒンクレー姉妹が会長 を務めたのはわずか3年 半であったが，

彼女は10万 人の初等協会 の子供たちのために献身的に働いた。

伝道地での経験か ら，伝道部でも初等協会ができることを知 っ

ていたか らである。

初等協会は，ある意味でヒンクレー姉妹の指導に よって，内

容が確立 されたと言って も過 言ではない。信仰 と奉仕 を描いた

初等協会のシールや赤(勇 気)， 黄(奉 仕)， 青(真 理 と純粋)

の初等協会の色が定め られた。教師たちは毎 月の聖典の読書課

程 を読み，初等協会 の使命 を明白に述べ ているテーマ 「また両

親はその子供たちに祈 ることと，主の前に正 しく歩むこ ととを

教 えざるべか らず」(教 義 と聖約68：28)を 実践 した。

ア デ イ ー ル ・C・ ハ ウ ェル ズ

ア デ ィ ー ル ・キ ャ ノ ン ・ハ ウ ェ ル ズ(1943-1951年)

次に会長に召されたのは， ヒンクレー姉妹の献身的な友人で

あ り，第一副会長であったアディール ・キャノン ・ハウェル ズ

姉妹である。初等協会は第二次世界大戦後，彼女の指示の下 に

お もちゃや衣類 を集め，3，451個 もの箱に詰めて，ヨーロ ッパの

会買に送った。ハウェルズ姉妹 も友人のヒンクレー姉妹 と同 じ

ように自分 自身の子供に恵まれなか った。 また，やは りヒン ク

レー姉妹 と同 じように，ワー ド部の初等協会で働 いた経験が全

くなかった。しか し， グラナイ トステーキ部YWMIAで ヒンク

レー姉妹の副会長 を務めていた彼女は， ヒンクレー姉妹の要請

を受けた時に未亡人であったので， ロサンゼルスの家を去 り，

彼女の下で働 くようになった。

夫 と世界各地を旅 した経験 を持つハウェルズ姉妹は，初等協

会 を子供の創造性 を発揮 させ る場 と考えていた。

ハウェルズ姉妹のす ぐれた功績のひとつは，新 しい初等協会

小児病院の建設への働 きかけであろう。古い病院 を利用 した子

供 の人数は30年 間に5，907名 にのぼったが，なお設備は不十分

であった。1938年 に 火災に見舞われたため，新 しい初等協会小

児病院が必要 となった。設計図が完成し，敷地が購入 されたが，

問題は建設資金であった。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長の82歳 の誕生 日祝賀会 の際，

地域社会の指導者か らグラン ト大管長 に1ド ル銀貨1，000枚 の

入った銅製の箱が贈 られた。

ξ
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ラ バ ー ン ・W・ パ ー ム リー
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これ は1938年 ， メイ ・アンダーソン会長の時のことである。

大管長はこの銀貨 を初等協会 に渡 し，銀貨1枚 を300ド ル で売

るよう提案 した。こうして得 たお金 を新 しい病院の資金に当て

るためであった。 しか し，第二次世界大戦 とグラン ト大管長の

病気のため，この計画はハウェルズ会長の時代 まで延 び延びに

なった。そして売れ残った銀貨は文鎮 として，1つ100ド ル で

売 られた。 こうして大管長の配慮によって，12万 ドル もの建藻

資金が集まった。ハウェルズ姉妹 は子供たちに も援助 を求め，

ブロック1個 代 として10セ ントを献金す るよう呼びかけた。子

供たちはこの呼びかけに応え，2万 ドルが集 まった。(後 に病院

が完成 し，見学に来たある小 さな少年が，ガ イドの姉妹のスカ

ー トを引っ張 りながらこう言った とい う
。「ねえ，ぼ くのブロッ

クはどれなの?」)

ハ ウェルズ姉妹は1951年4月 に死去 した。

ラ バ ー ン ・ワ ッ ツ ・パ ー ム リ ー(19511974年)
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長年にわたって初等協会の責任 を果たしたパーム リー姉妹は，

3人 の子供の母親であ り，経験豊かな学校教師でもある。姉妹

は ヒンクレー会長の時代に中央管理会会員に召され，ふた りの

会長 と共に働いた。ヒンクレー姉妹の第 二副会長，ハウェルズ

姉妹の第一副会長 を歴任 した後，会長に召された。有能な会長

であるパーム リー姉妹は，会長会 の組織変えを行ない，各ステ

ーキ部
，ワー ド部，中央の役員が同じプログラムの分野 を指導

できるように した。また， トレイル ビル ダー ・プログラムを担

当したことで，少年向けのプログラムは姉妹の専 門だった。そ

の こともあって，1953年 に スカウティングとカブスカウティン

グが導入されるに至った。これ らのプログラムは絶対に必要 と

いうわけではないが，非常に価値 のあるものに感 じられた。 し

か し，パーム リー姉妹にとっては一大事業であった。

病院の指導や 「チル ドレンズ ・フレン ド」誌の出版，その他

のプログラムの指導のほかに，4年 間にわたるスカウティング・

プログラムを行 なうということは非常に大変で，「石の壁に直面

したような気持ちでした」 と，パーム リー姉妹は言 う。そして

デビッド・0・マッケイ大管長から心温かい助言を受 けた。「壁は厚

いか もしれませんが，後戻 りはできません。やってみて もむだ

ではないでしょう。 とにか く，壁 までたどり着いたのですか ら。

……どこかにはしごがあるか もしれ ません し
，通 り抜ける ドア

があるかもしれ ません」 と。 こうして初等協会のスカウティン

グ ・プログラムは順調に開始 された。

1964年 に，初等協会小児病院の病棟が1棟 増築 されることに

なった。そして，これはパーム リー姉妹の任期 中に完成 した。

初等協会中央管理会会貝は，入院 している子供たちのために

いつも祈 っている。 しか し，時 としてパーム リー姉妹はそれ以

12



上のことを行 なった。ひ とりの男の子がえび足の手術を受ける

ために香港か ら運ばれて きた時の ことである。余病の併発で片

足を切断 しなければならない状態であった。治 ると信 じて子供

を送って きた家族のことを思ったパーム リー姉妹 はこう言った。

「両足がそろっていなければ彼 を家に帰すわけには参 りません
。」

そして，切断す るこ とを思い止まらせた。その後，中央管理会

員全員の断食 と祈 りの結果，医師か ら，少年の足が回復 に向か

っていることを知 らされたのである。こ うしてその少年は元気

になって帰国 した。

初等協会は，教会 の急速 な発展に伴 って成長 してきた。パー

ム リー姉妹は， シンガポールや南アフ リカ， トンガを初め，ス

テーキ部や伝道部のある国々 を訪問 した際，病院で療養 してい

る子供たちを見舞 った。

パーム リー姉妹の任期 中，初等協会はハロル ド ・B・ リー大

管長の提唱 したコー リレーシ ョン ・プログラムを取 り入れ，そ

の効果を一層上 げるこ とができるようになった。 また， 日曜学

校 と初等協会のレッスンが互いに補足し合 い，完全 な福音の原

則が教 えられ るようにす るために，特別委員会 まで設け られた。

さらに，病院の経営 を独立させるという世界的な動 きの 中で，教

会は初等協会小児病院の管理か ら完全に手を引 くことになった。

子供 に対す る圧力 と彼 らを取 り巻 く誘惑の増加 を痛感 した初

等協会は，すべての子供 を初等協会に参加 させ るように努力 し，

家庭初等協会や心身障害児のための特別な初等協会 を設置 した。

レッスン も専門的な教科課程に則 り，入念に企画 され， それぞ

れの原則を初等協会のすべての クラスを通 じて何度か強調す る

ように計画 されている。

ナ オ ミ ・M・ シ ャ ム ウ ェ イ(1974年 一 現在)

1974年10月5日 以来会長 として働いているシャムウェイ姉妹

は，初等協会の次の100年 間の成長を楽 しみに している。「教会

員は増え続けているので，初等協会への子供たちの登録 も増 え

ることで しょう。 また，初等協会 を通 して子供たちが福音の教

えをしっか り学んでほしいと思い ます。そうすれば，将来のチ ，

ヤレンジに応えるよい備 えができると思 います。そっなるこ と

を私たちは楽 しみに しています。」

現在の会長会は， キンボール大管長が初等協会役員にあてた

メッセー ジの中のチャレンジを受け入れ，それ を果たそ うと努

めている。「初等協会の全体的な目標は，神権者を助け，両親 を

支持 して，彼 らがその子供たちに祈 ることと主の前に正 しく歩

むこととを教え られるようにすることである。私たちは初等協

会 の祝福 をすべての子供に与えなければならない。」(シ ャムウ

ェイ姉妹の初等協会に対する抱負については，本書14ペ ー ジを

参照)

モ

ナ オ ミ ・M・ シ ャ ム ウ ェ イ
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初等協会の

果たす役割

初 等協 会 中央管理会会 長

ナオ ミ ・M・ シ ャム ウ ェイ姉妹

との会見

記者 ：現在の初等協会の 目的は，創設当時 と

比べて変わっていますか。

シャムウェイ姉妹 ：本質的には変わ りません。

問題の対処の仕方は違 っても，子供 たちに必

要なものは，現在 も100年 前 も同 じです。た

だ，子供の人数が増え，初等協会の開かれて

いる地域が多くなっているだけです。初等協

会は絶えず発展を続けています。そして，現

在初等協会に登録 されている子供 の人数は約

50万 人で，ステー キ部内の平均出席率は68パ

ーセ ン トに上っています
。

記者 ：世界各地の初等協会 も，合衆国の初等

協会 と同様に活発ですか。

シャムウェイ姉妹 ：もちろんです。オー レリ

ア ・スペンサー ・ロジャーズ姉妹が初等協会

のビジ ョンを描 き，それが世界中に広まった

わけですが，この組織が 多くの子供たちに及

ぼ している影響 を考 えると，本当に胸が熱 く

なります。

記者 ：ところで，初等協会の立場か ら見て子

供たちに何が必要 だとお考えですか。また，

その必要を満たすために，現在 どの ようなこ

とを行 なっていますか。

14

シ ャムウェイ姉妹 ：まず子供たちは福音 を学もヘ ロ　
ぶ必要があ ります。福音が身につ いていれば，　 へ
誘惑に遭 っても，すでに真 の原則の土 台がで

きていますか ら，何 も心配い りません。初等

協会のレッスンと活動 はすべて，子供 たちに

福音 を教えることを念頭に置いた目標に添 っ

て計画 されてい ます。 また，子供たちにくミ之

一 せることもひ とつの務めで

す。特に少年に1権 を受け， それを尊ぶ準

蝿 ます。すべての子供たちに，おのお

のの責任を果たす備 えをさせ ます。また，初

等協会は子供たちに非常に大きな影響 を与え

ています。霊的な必要が満たされない時のた

めの霊の錨 を備 えているとで も言いましょう

か。

記者 ：日曜学校 と初等協会はどのように綿密

に相互調整 を図っているのでしょうか。

シャムウェイ姉妹 ：このふたつの補助組織の

テキス トは同 じ委員会で作成 されてお り，レ

ッスンの主題は密接に相互調整されています。

つま り，同 じ概念が 日曜学校 と初等協会のク

ラスで同時に教えられるように工夫されてい

ます。ただ し，重複 しないように配慮 されて

いて，互いに補足し合 うようになっています。

記者 ：初等協会は家庭におけ る教育を支援す

る とい う目標 をどの程度満 たしているとお思

いですか。

シャムウェイ姉妹 ：初等協会が効果的にこの

目標を達成できるように とい うのが私たちの

願 いです。私たちは両親の皆 さんから手紙 を

いただ くこ とがあ りますが，ある母親は次の

ように言っています。息子 さんをベ ッ ドに連

れて行 ってお祈 りを済 ませた時のことだそう

です。その息子 さんは泥棒に襲われた らどう

しようとこわがっていました。そこで彼女は，

天父やお父さんや警官が守って下さるから何

も心配することはないのよ， と説明して， こ

う付け加 えたそうです。「それに，この家 には

そんなに高価なものはないし」 と。

ところが息子 さんはこう言ったそうです。

「でもクリスティー ヌのCTRの 指 輪があるよ。

軸
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あの指輪 は正義 を選べるように助けて くれる

んだって。だか ら一番大切 だってクリスティ

ーヌが言ってたよ」 と。

記者 ：ところで，初等協会に出席している非

教会貝の子供 についてお尋ね したいのですが。

どのような経路で彼らを宣教師に引き合わせ

るように していらっしゃいますか。

シャムウェイ姉妹 ：初等協会の教師が非教会

貝の子供の氏名を初等協会会長に報告 します。

そして，会長はワー ド部 コ▽ リレー ション評

議会でその名前を発表 します。次いで神権指

導者は，ステーキ部宣教師 と専任宣教師の ど

ちらを送 るか を決めます。

記者 ：初等協会の紹介プログラムは，伝道に

とても役立つ と思 いますが，いかがですか。

シャムウェイ姉妹 ：ええ，それはもう。豆宣

教師たちの経験か らとても感動的な話が生ま

れてい ます。数週 間前に私はひ とりの母親か

ら手紙 をいただきました。彼女はお嬢さんを

近所の子供たちと一緒に教会の集会に行かせ

ていらっしゃるんだそうです。手紙にはこの

ように書かれてあ りました。「毎週木曜 日に，

母親たちは総出で近所に住む子供 たちをみな

集めます。教会員であるなしを問いません。

そして彼女 たちは，互いに関心 と愛 と誠意を

示すように子供 たちに呼びかけ， 自らもそれ

を実践 しているのです。私の娘 もお世話にな

りました。毎週娘は初等協会か ら帰 ると，天

父につ いて私にあれこれ と話 して くれ ました。

それか らい くらもしないうちに，私たちはと

て も心に強いもの を感 じ，宣教師の方々か ら

レッスンを受けるようにな りました。……私

たちの家族は全 く新 しい世界 を歩み始めまし

た。『お母 さん，私，初 等協会 に行 って もい

い?ね っ，いいでしょう?』 家の中に駆け込

んで来るな り娘が そう言った，あの 日から，

私たちの生活は大 き く変わったので した。こ

の ようなことはかつて一度 もなか ったことで

す。」

記者 ：敬震 さを育 むプログラムについて少し

お話 いただけますか。

シ ャムウェイ姉妹 ：初等協会は，子供たちに

敬盧 であるように教 える立派なプログラムを

持つ唯一の補助組織だ と思います。敬慶 とは，

ただ静かにしていること以上の ものです。敬

慶 とは，従順，謙遜，尊敬，感謝，そのほか

キ リス ト教徒にふ さわしい特質を身 をもって

示すことです。初等協会 では指導者 も子供た

ちもこの ことを学びます。敬慶さを育むプロ

グラムを通して，子供，教師，指導者が皆，

真の敬慶な精神を培い，示すことができるよ

うになれば と，私たちは大いに期待 していま

す。 また私たちは，子供たちが初等協会で霊

的な経験 を得 られるようにと願 っています。

同 じように教師 も霊的な経験 を得てほ しい と

思っています。

記者 ：初等協会はどのような方法で，少年た

ちに，神権 を受ける備えをさせ ていますか。

シ ャム ウェイ姉妹 ：10，11歳 の少年を対象 と

したプログラムで主にその備 えをさせ るよう

に しています。アロン神権の回復や執事 の義

務など，神権に関す る素晴 らしいレッスンが

行なわれます。特に執事定員会会長会が開拓

者 クラスを訪問し，神権 を受け る準備 をす る

ことの大切 さにつ いてクラスの生徒たちに話

します。これはクラスの生徒ばか りでな く，

クラスを訪問する執事の兄弟にとっても霊的

な経験 とな ります。

少年 たちは初等協会のすべての クラスで，

神権 を受ける準備ができるよう援助 を受けま

す。初等協会の卒業条件 として，什分の一を

納め，祈 り，知恵の言葉を守 り，聖餐会に出

席 し，聖句や信仰箇条を暗記 し，系図を作成

することがあげられています。また，神権 と

は何か，神権が回復 されたいきさつ，神権を

尊ぶ方法 と理 由についても，少年たちに理解

させ ることが必要 です。 メルケゼデク神権 と

アロン神権の職の違い と，執事の責任につい

て も教 えます。

また11月 には，'11歳の少年 と父親あるいは

父親の代理人を対象とした 「神権予行プログ

ラム」 と呼ばれる特別行事が催されます。こ
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のプログラムは1少 年たちに神権の権能に対

する理解 と認識を持たせることを目的 として

います。それまで教会に集 っていなか った父

親がこの集会に出席す るこ とによって，神権

者 としての 自分の責任 を思 い起こし，神権 を

尊ぶことに 目覚めた という事例が，私たちの

ところにた くさん寄せ られています。

記者 ：身体あるいは情緒に障害のある子供 を

持つ両親に対 して，初等協会はどのような援

助がで きるとお思 いですか。

シャムウェイ姉妹 ：地域に数名しかそのよう

な子供がいない場合は，その子供たちを通常

の初等協会に入れ るよ う両親や初等協会指導

者に勧 めています。その子供たちを助け，分

かち合 うことを学べる とい うこ とは，ほかの

子供たちに とっても素晴 らしい経験です。ほ

とんどの地域で，身体に障害のある子供 たち

もほかの子供たちと初等協会で うまくや って

いるようです。また教会員の非常に多い地域

では，2，3の ステーキ部か ら身体 または情緒

に障害を持つ子供たちを集め，10人 か ら15人

編 成の小規模な初等協会を開いているところ

もあ ります。

記者 ：特別な初等協会 を開 きたい とい う人々

のために，何かよいガイ.ドはあ りませ んか。

シャムウェイ姉妹 ： 「初等協会の手引 き」に

いろいろ指示が出ています。また， もっと詳

しい情報がほ しいという要請がほ とん ど毎 日

のよっに私 たちの ところに寄せ られています。

記者 ：家庭初等協会プログラムについて説明

して下 さいませんか。

シャムウェイ姉妹 ：家庭初等協会は，地理的

条件，病気 あるいはその他の理由で，教会

での初等協会に出席で きない子供 たちのため

に開かれます。その場合，普通は監督 または

支部長から召しを受けた母親が指導者 とな り，

初等協会会長の指示の下に働 きます。 メリー

ラン ドのワル ドルフとア ッコシー クの例 を御

紹介しましょう。 そこに教会貝の家族が住ん

でいました。そこは教会から非常に遠かった

ため，子供たちは通常のワー ド部初等協会に
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出 席するのが とても大変で した。

そこでワー ド部 の初等協会会長 は，家庭初

等協会 を設けました。そして，会長 と担当副

監督は しば しば一緒に家庭初等協会 を訪問 し

たそうです。この小 さな初等協会は，春に聖

餐会で発表 をし，そのほかの特別プログラム

に も参加 したそうです。 この家庭初等協会 に

出席 した子供の半数は非教会員で，これ らの

特別プログラムはその子供 たちの両親 を招待

する素晴らしい機会 ともな りました。こうし

て小 さなグループは支部になり，やがてワー

ド部へ と発展 しました。

記者 ：教師や両親に何か一言お話いただ きた

いのですが。

シャムウェイ姉妹 ：そ うですね。 まず教師の

皆さんにお願 いしたいのですが，子供たちに

イエス ・キリス トの福音 を教えるという聖な

る召しの大切 さを十分 に認識 していただきた

い と思います。

毎週初等協会で子供 たちに霊的な経験を得

させ ることが必要 です。 もちろん楽 しませ る

ことも忘れてはな りません。子供たちの待 ち

焦がれる初等協会 でな くてはな りません。教

師や指導者は努力次第で子供たちにそのよう

な気持 ちを抱かせ ることがで きます。

記者 ：それでは両親の方々にはいかがでしょ

う。

シャムウェイ姉妹 ：両親の皆さんには本当に

感謝 してお ります。お子さん方は私たちに と

って.もかけがえのない子供たちです。これか

らも引き続 き快 く初等協会に送 り出していた

だきたい と思います。私 たちは子供たちの霊

的な成長に深.い関心 を寄せてお ります。私た

ちには皆さんの助けが必要です。お子 さんが

初等協会か ら帰 りましたら，話 を聴いてあげ

て下 さい。私 たちには，福音 を教 える良 きパ

ー トナー として皆さんの協力が必要ぞす
。し

か し何 よりも大切 なのは皆さんの模範です。

世の将来はこれらの子供 たちの双肩にかか

っているのです。

b
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きょうかい き ろ く つぎ

協会の記録のことがわすれられず,次
しゆう で

の週 に,ま た フ ァー ミン トンへ 出か け

おお

ました。 そして,で きるだけ多 くの こ
しら しょとうきょうかい れ き し か なお

とを調べて,初 等協会 の歴 史を書 き直

す こ とに しました。

す る と,フ ァー ミン トンでは,あ の
か じ

火事の ときにおいの りした｢き せ き｣
し まい ま

が,ロ ジャー塔姉妹 を待 ってい ました。
か じ かんとく

火事 の とき,セ クリス ト監督は,ポ
き も つよ

一チにのぼ るように とい う気持 ちを強

かん かんとく す こ

く感 じました。 そこで監督は,少 しで
なに は こ おも

も何か を運 びだせ たら と思いなが ら,
へ や はい

まどをこわ して部屋 に入 りました。け
なに

れ ども,け む りが い っ ぱ い で,何 もで
ゆびさき

きませんで した。その とき,指 先がテ
いそ

一ブル カバーにふれま した
。そ こで急
て

いでそれ をた ぐりよせ,手 あた りしだ
ほん つ つ そ と ひと

いに本 を包んで,外 にいる人び とにわ
かみ みちび

た しました。 この ように して,神 の導
き ろく まも

きによ り,記 録 は守 られ たのです。
き ろ く さいしょ しょとうきょうかい

この記録 には,最 初の初等協会の こ
か

とが書かれていま した。のちに,ロ ジ
し まい き ろく

ヤー ズ姉妹 は,こ の記録 をもとに して,
こ ども む ほん じんせい か'子供 向けの本｢人 生のスケ

ッチ｣を 書
ほん なか

き ま した。 その 本 の 中 で,ロ ジ ャー ズ
し まい つ ぎ か

姉妹 は次の ように書 いて います。
こ ども たか ら わた し

｢子供 たちは宝 です。私たちはその
し てん し

こ とをよ く知 っています。天使 がいつ
まも

も守 って くだ さ い ます よ うに 。｣
し まい こ ども

ロジャー ズ姉妹 が,子 供 たちのため

そ しき かんが

の組織 をつ｢くろうと,し んけ んに考 え
は じ ねん がつ

始 め たの は,1878年3月 の こ とで す 。
おとこ こ ただ

男の子 たちに,正 しいこ とをす るよう
お し っよ かん

教 えなければな らない と強 く感 じたか
し まい てん とう

らです。 ロジャーズ姉妹 は,天 のお父

さまに,い っしょうけんめ いにいの り
し まい

ま し た。 そ の と き,ロ ジ ャー ズ姉 妹 は,
こころ なか あつ かん

心の 中に熱い もの を感 じました。

それか らしば ら くして,エ ライザ･
し まい ふ じょきょうか い し まい

R･ス ノー姉妹が,扶 助協会 の姉妹 た
あ

ちに 会 うた め,フ ァー ミン トンにや っ
き

て 来 ま した 。 そ して,ソ ル トレー クへ
かえ え き ゆ ち ゆう

帰 るために駅へ行 くと中,ロ ジャー ズ
し まい いえ た

姉妹 の家 に立 ちよって くれ ました。 そ
し きい おとこ こ

こで ロジャー ズ姉妹は,男 の子 たちの
しんぱい コ は な

ことを心配 して いることを話 しま した。
ふくい ん お し ひ と

福 音 を教 えなければ,り っぱな人に な
し まい

れるはずが ない と,ロ ジャー ズ姉妹は
かんが こ ども お し そ

考 えたので した。子供 たち を教 える組
しき

織 をつ くれないでしょうか とい うロジ
し まい し まい

ヤーズ姉妹 に,ス ノー姉妹 は しば ら く
かんが

じっと考 えこんでか ら,｢で きるかもし
だいか んち ょうかい はな

れ ませ ん。大管長会に話 してみ まし ょ
こた

う｣と 答 え ま した。
だい

そ の と き,ジ ョン･テ イ ラー が,大
かん ちょうだい り だい

管長代理 で した。ブ リガム･ヤ ング大
か んちょう し だいか んちよう き

管長 が死 んだあ とで,ま だ大管長が決

まっていなか ったか らです。 ジ ョン･
ちょうろう ア し まい はな し

テイ ラー長老 は,ス ノー姉妹か ら話 を
き じゆうに し と そうだん

聞いて,ほ かの十二使徒 たちと相談 し
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ちい

わ た しの小 さい こ ろ,ハ リケ ー ンは
ちい まち

まだ小 さな町で した。わ たしは,8さ
び すい ろ

いのたん じょう日に,ハ リケー ン水路

でバプテスマ をうけることにな ってい
ひ

ま した 。 とて も うれ し くて,そ の 日を

たの しみ に して ま って い ま した 。 とこ

び か まえ すい う

ろが,た ん じょう日の4日 前に,水 路

がやぶれて しまったのです。

みんなは,と て もこま りました。 く
き みず

だ ものの木や,ぼ くそうは,水 が なけ
まち おとこ ひ と

れば,か れて しまいます。町の男の人

はみんな,つ るは し とシャベ ル をもっ
ど て

て,こ われた土手 のしゅう りにか けつ

け ました。
ぴ

い よい よあすが たん じょう日とい う
ひ すこ みず 　

日,わ た しは,少 しは水がなが れてい
お も ど て

るか もしれない と思 い,土 手 をのぼ っ
すい う み

て,水 路 を見 お ろ しま した 。 け れ ど も･
みず すい ろ

水 は ま った くな くて,水 路 の そ こはひ

びわ れ て い ま した。 わた しは,か な しr

く な りま した。｢ね え,お か あ さん 。ど
みず

うす るの?水 が ないのに,バ プテス

マ をうけ られるの?｣
おんせん

｢お ねえさんたちの ように,温 泉 に
い

行けばいいわ。｣

｢だ って,お ね えさん たちのたん じ
ぴ ふゆ いま

よ う 日は,冬 だ っ た で し ょ う。今 は7
がつ

月よ!｣

おかあ さん も,バ プテ スマ をのばさ
ほう し

な い方 が よい こ とを,知 って い ま した。
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ぴ

み ん な,8さ い の たん じょ う 日に,バ 』

プ テ ス マ を っけ る こ とに な って い た か

らで す 。
ば

｢ほ か の場 し ょを さが し ま し ょ う
。

い っ し ょに い らっ しゃい 。｣

き した うし い

あんずの木 の下に,牛 を入れるか こ
そと

い があ り,ち ょうどその外が わに,あ
みず ぱ

な をほってつ くった,水 のみ場が あ り

ました。

｢こ こでバプテスマをうけられるわ。｣
みず

わた しは,水 ごけが ういているの を
み お も

見て,思 わず ぞっ としました。
すい

｢よ くあ らって
,水 そ うか ら きれ い

み ず い

な水 を入れ れ ば い い わ 。｣

｢だ って
,お か あ さん … …｣

わ た しが な きだ す と,お か あ さん は

い い ま した 。｢だ い じょ うぶ よ。きっ と,

い ま みず ノ

今 に水が ながれるようになるわ。｣そ う

いって,だ きしめて くれま した。
ひ

そ の と き,レ ンお じ さん の,日 ぐれ
すい う

までに水路 はなお るか もしれない,と
こえ

い う声が きこえま した。わた しは,た
ど て

い ようが､しずみは じめたので,土 手 に
み みず

のぼ って見 ました。けれ ども,水 は あ

りませ んで した。わた しは,が っか り
いえ ゆう そら

して家にか え りま した。夕 ぐれの空 を
み ほし

見 あ げ る と,星 が ひ とつ,か がや い て･

い ま した 。･

てん

｢天 のお とうさま,ど うかあす まで
みず

に,水 が な が れ るよ うに して くだ さい 。｣

i
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厚 い雲が空一面 をおおい・雨が しとしとと
降 り続いていた。 カメラマ ンたちは じっ

と空を見上げる。なお雨は降 り続 く。彼 らは

天気が回復す るように祈った 。けれども，一

向に雨の止む気配はなかった。

時は1975年 の春。その週の内に撮影が終わ

らなければ，来年のこの時期 まで撮影 を延期

しなければならない。間 もな く季節 も変わる。

それに，主役の少年 も金曜 日には帰 らなけれ

ばならない。このような状態の下で迎 えた月

曜日の朝，一行は夜明け前に起きて，天気は回

復するだろうか と考えなが ら，撮影機器のセ

ッ トを始めた。すると突然，雨が止み，陽が

射 して きた。しか も，その陽光 の下で目にす

る霧は，実に美 しい。雨にぬれた，たけの高

い草が きらりと光 った。そ して鳥が一斉にさ

えず り始めた。 こうして一行は， カメラに決

して とらえることのできない自然の美しさを

満喫 したのであった。

ブ リガム ・ヤ ング大学映画制作部の一行は，

このようにして 「最初 の示現」の森の場面の

撮影 を開始 した。予言者 ジョセブ ・ス ミスの

役を演 じるスチュワー ト・ピーターセン兄弟

は，1820年 の早春の 「一点の雲 もない美 しい

し

うるわ しき朝 よ

シー ン ・W・ チ ッ フ マ ン
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朝」(ジ ョセブ ・ス ミス2：14>の 出来事に思

いをはせなが ら，草原の中を聖 なる森に向か

.った。

.「最初の示現」は，..レッスンや伝道に用い

る教材 として，教会の依頼 によって制作され

た史実に基づ く映画であ.る。そ してその内容

は， ジョセブ ・ス ミスがヤ.コブ書1章5節 を
.

読 んで熟考 し.た後，いずれの教会が本当か神

に うかが う決心 をした，..1820年春 の，ニュー

ヨー ク州パルマ イラにおける出来事 を中心 と

したものである。.

.その美 しい月曜 日の朝 を皮切 りに，撮影 で

多忙な日々が続 いた。そして木曜 日に再び天

気が悪 くなった。 しか も雲.は前 よりも厚 く，

雨 もひどかった。けれ ども，この映画で大切

な場面の撮影がまだひとつ残っていた。明る

い陽射 しの下での撮影が必要である。.ジョセ

ブが明るい陽の光の下 を家に向かって駆けて

行 く場面がそれである。一行は金曜 日の朝，

森.とジョセブの家の間に広が る草原の中央に，

高さ5メ ー トル余 りの足場 を組み， カメラを

据えた。.そして，もう一度特別な祈 りを捧げ

て待った。す ると間 もな く雲間か ら陽が射 し

始めた。撮影 の再開である。 ところが一行が

一通 りの撮影 を終えると，それを待っていた

かのように，再び雲が閉ざ.し，暗 くな.ってき

た。「終わったよノ」制作主任のデビッ ド・ジ

ェイコブズ兄弟は言った。「これで十分だ。」

「最初の示現」の模様 を記 した記録にある

ように， ジョセブ ・ス ミスは森に入ってひざ

まず き，主に祈 り始めた。す ると突然，文字

通 りの暗黒を感 じ，「何 とも知れぬ力によって

捉えられ……目に見えぬ世 界から来た何 とも

わか らぬ生 き者」の力に打ち負か されそ うに

なった(ジ ョセブ ・ス ミス2：15-16)。 この

ような悪魔の力を具体化 し，映画にすること

は非常に困難である。 しか し，デビッ ド・ジ

ェイコブズ兄弟は，撮影のためにニュー ヨー

ク州へ向かう飛行機の中で，最近見つか った

ジ・ヨセブの記録についての研究資料 を読んで

いた時，次のような文章 を目に した。「私は 自

分の背後に， 自分の方に向かってだれかが歩

いて来る音を聞いた。私はもう一度一生懸命

に祈 ろうとした。けれどもできなかった。足

音はだんだん近づ いて くるように思 われた。

私は急いで立ち上が り，辺 りを見回した。 し

か し，だれの姿 もそこにな く，足音をたてる

ような物は何ひとつなか った。」(デ ィーン ・

ジェシー，翫7砂Ao60観 お(ゾ漉θF薦'の 蓉勿η

「最初の示現に関す る当時の記録」より)デ

ビッド ・ジェィコブズ兄弟は次のように言っ

ている。「これこそ，暗黒の場面に取 り入れ る

のに格好だと思 いました。 ドラマチ ックです

が，実際にあったこ となのです。」

この映画の制作で一番問題 となったのは，

御父 と御子の訪 れの場面であった。神の示現

は非常に神聖である。従って， それ を画面に

出すかどうかは，軽々しく決め られない。そ

の時，教会幹部のひ とりがジェシー ・ステイ

兄弟(映 画制作部長)に ，「最初の示現」の告

げる最 も重要 なメッセー ジのひとつは御父と

御子がそれぞれ別の御方であ り，世で言われ

る三位一体ではない とい う事実 だと思 うと語

った。こうして決定が下 され，御父 と御子の

訪れが画面に描かれ ることになった。
.「最
：初の示現」の映画制作は，他の映画の

場合 と著 しい違 いがある。音響効果係，カメ

ラマン，出演者，監督，衣装係，化粧係等，

全関係者がわれを忘 れて，良い映画制作に打

ち込んだ ことである。彼 らは立派なものがで

きれば，伝道に も役立つ し，証 を強めるのに

も助け となることを知っていたのである。「私

がそのように語る時の 『真剣な顔』 を見てみ

んな笑 うんです。でも，映画 を見て霊的に鼓

舞される人がいれば，それは主が私 たちの努

力に祝福を与えて下さった証拠だと思います。」

ジェイコブズ兄弟はこのように語 った。

☆ ☆

29



キ リス トの教 えか ら背教 した長 い暗黒時

代の後，神は再び御 自身の ことを人類に明

らかにするために，ひ とりの 予言者 を召 さ

れました。神が，14歳 の少年 ジョセブ ・ス

ミスの謙遜な祈 りに答えられたのは，1820

年， ニュー ヨー ク州パルマイラの近 くでの

ことでした。

「私が14歳 の時でした
。……私たちの住

んでいた土地に宗教上 の非常な騒 ぎが起こ

り……この騒ぎは間 もな く，その地方の全

教派に及びました。

この大騒動の間，私 は深 く考 えさせ られ，

大きな不安 を感 じずにはい られませんで し

た。牧師たちの全部が正 しいはずはないし，

神がこのような混乱 を引き起 こされるはず

もあ りません。私は もっとよ く調べてみる

ことにしました。

ある日のこと，私は新約聖書のヤコブの

手紙第1章5節 を読んでいました。『あなた

がたのうち，知 恵に不足 している者があれ

ば……神に，願 い求めるが よい。』

この時ほ ど， どの聖句にもまさって この

言葉が力強 く心に迫って きたこ とはありま

せんで した。それは まるで，心の奥底 を大

きな力が貫 き通す ようでした。

私はこの言葉 を再三再 四思いめ ぐらし，

もしだれか神か.らの知恵を必要 とする人が

あるならば，それは私であると思 いました。

神に願お うとした私は， 人目を避けて森

に入 りました。時は1820年 の早春，晴れわ

たった美しい朝でした。



私は前 もって決めておいた場所へ行 き，

.辺りを見まわして人のいないのを確かめて

か ら ， ひ ざ ま ず い て ，

始 め ま した 。

心の願いを神 に祈 り

っとしたその瞬間，私は 自分の真上 に，一

筋の光の柱を見ました。その光の柱 は次第

に降 りてきて，光はついに私の上にふ り注

ぎました。

ところが，祈 り始め るや否や，私 は何 と

も知 れぬ強い力にとらえ られ， その驚 くべ

き力により舌はしびれて，物を言 うことが

できな くなってしまいました。

目の前が真っ暗になり，私はその まま死

んでしまうのではないか と思いました。

私が今に も絶望 し……わが身 を見捨て よ

その光が現 われるや否や，私はわが身を

縛った敵か ら救い出されたことに気がつ き

ま した。

そ して，光が私の上に とどまった時，私

は筆紙に尽 くしがたい輝 きと栄光 とを持つ

ふた りの御方が1私 の真上の空中に立って

おいでになるのを見ました。
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そのうちのひとりの御方が私の名 を呼び，

もうひ とりの御方をさして 『こはわが愛子

なり。彼に聞け』 と仰せにな りました。」

㍉

蒙
.騨

醗
難
・壽 繊

1響

覆

こうして，ニュー ヨー ク州北部の森の中

で，少年予言者に，神のみ言葉が告げられ

たのでした。「私 はいずれの教会に入れば よ

いので しょうか。」ジョセブは謙遜 に尋ね ま

した。する と主は，「そのいずれにも加 わっ

てはな らない」 と命 じられ ました。それ と

同時に，近い将来完全な福音が明 らかにさ

れるという約束が下され ました。

主は再 び天を開き，アダム，アブラハム，

モーセ，パ ウロなどの予言者 と同じように，

ジョセブに語 りかけられたのです。そ して

予言者 ジョセブ ・ス ミスを通 して， また彼

の最初の示現 とその後に受けた啓示 を通 し

て，イエス ・キ リス トの福音 とまことの教

会が完全なかたちでこの地上に回復された

のでした。

(ジ ョセブ ・ス ミス2：5-20参 照)
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七十人第一定員会会員

菊地良彦長老との会見

本誌:日 本と韓国の地域担当教会幹部として,こ

の地の教会の管理,指 導に当たっていらっしゃる

立場から,日 本における教会の将来の展望につい

てお聞かせいただけませんでしょうか。

菊地長老:大 管長は,以 前から度々,全 世界に福

音を宣べ伝え,す べての人々にこのメッセージを

知 らせたいという考えを話しておられます。また

この度,人 種や肌の色を問わず,資 格あるすべて

の人々に神権が授けられるようになりました。ま

るで,神 様の方から私たちに向かって走って来て

いらっしゃるように思います。また,大 管長を初

め,他 の教会幹部の方々が日本人に対 して抱いて

いる期待の大きさを,す なわち神様とイェス様が

日本人に寄せていらっしゃる大きな期待を,私 は

ひしひしと感じます。

私は,日 本の聖徒の皆様が,霊 性,清 さ,強 さ

において,什 分の一,断 食献金のみな らず,も っ

と高度の律法,財 産奉献の律法を守ることができ

る程の強い信仰を得て,イ エス様の再臨に備える

ことができるように,心 から望んでいます。

大管長のビジョン,願 望を正しく日本の方々に

お伝えし,そ れを日本で実現すること,そ れが私

の務めであると思います。

大管長は,1975年4月 の地区代表セミナーで,
｢日本人の方々が千人の宣教師を出し

,ま た,時

至っては1万 人の宣教師庖出して,モ ンゴル,中

国,ソ 連方面に日本人宣教師を派遣できるように

してほしい｣とのビジョンを述べられました。それ

に対し,私 たちはどのように備えるべきでし.よう

か。

腰の帯をしっかりとしめ,大 管長が神様から霊

感されている大きなビジョン,展 望を認識して,

個 人の救いと昇栄は勿論のこと,.神 と自分の関係

をもよりよく認識し,ま た信仰生活にそれがどの

ような関係を持つかをよく理解 し,聖 徒一人一人

が一致協力して,王 国の発展に尽 くさなくてはな

りません。

そのためには,教 会のすべてのプログラムに豊

かな祝福を受けることのできる完全なステーキ部

の状態を早く日本の各地に確立することが必要です。

モロナイ書10章31-33節 に記されているように,

目を覚まして塵の中から立ち上 り,美 しい衣を着,

その｢く い｣を 強くし,す なわちステーキ部を強

め,.と こしえにその境を広げ,す なわち各ワー.ド

部がステーキ部になり,ま た伝道部が真に強くな

り,地 方部が強 くなることが必要です。キリス ト

のみもとに来て全 くなるために,み こころに反す

ることをすべて捨て,勢 いと心と力とを尽くして

神を愛するならば,そ の与えられる恵みは充分で

す。私たちはキリス トの流したもうた血により聖

められ,恵 みを受け,世 の汚れを真に取り除かれ,

キ リストのみもとに入る準備をする必要があると

思います。イザヤ書54章2-3節 でも同じように

述べられています。シオンの幕をしっかりと強 く

張る綱,す なわち愛の絆,信 仰の絆で,ス テーキ ー

部を強固にし,確 立し,私 たちの家庭に,各 個人

に神の誓約が果たされる状態を作るために皆様一

人}人 ど力を合わて努力したいと思います。

昨年,ヒ ンクレー長老が訪問された時,私 たち
.はチ
ャレンジを受けました。東京に神殿が建立さ

れるまでに日本の会員数が5万 人になったら素晴

らしいということです。私は神様の助けがあれば

できないことはないと思います。

教義と聖約50章28-29節 にありますように,私 た

ちが本当に潔くなれば主のみ名によってすべてが

かなえられます。全教会員が全身全霊を尽くして

監
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姫毒 ㌫

翻 ヨ

懸

日本札幌伝道部部長

鈴 木 正 三

日本仙台伝道部部長

リチャード･D･S･ク ワック

日本東京北伝道部部長

ハリソン･T･プ ライス

日本東京南伝道部部長

デルバート･H･グ日一バーグ

日本東京北ステ三キ部部長

岡 本 亮

日本東京ステーキ部部長

福 田 真

講 璽畿鯨
浦 鞘 嗣

膨 募 貧

日本横浜ステーキ部部長

柏 倉 仁

地区代表

ア ー サ ー･K･西 本

姫路

北九 ツ'1幽1

oｰ
福岡

△熊本

日本岡山伝 道部

岡山

広島 △
△

新潟

4

日本東京北伝道部

日本札幌伝道部

△金沢

大阪北 日本名 古屋伝 道部

名古屋

顯 畿 。●△
△ 三重
堺

□△ 札幌

●現在 すでに組織 されて

いるステーキ部

□今年 中に組織 可能 なス

テーキ部

△再来 年 までに組織可能

なステーキ部

日本仙台伝道部

△
融

日本神戸伝道部

仙台
0

松本 □高崎△ 蒲繕

篠
静岡 東京
△

横浜
日本東京南伝道部

日本福岡伝道部

△ 鹿児島

綴
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東京北

東京東

日本福岡伝道部部長

山 田 五 郎

日本大阪ステーキ部部長

市 道 喜入郎

日本岡山伝道部部長

ウィリアム･H･名 幸

日本大阪北ステーキ部部長

神 尾 昇

日本神戸伝道部部長

ロバー ト･T･ス タウ ト

地区代表･

渡 辺 駿

日本名古屋ステーキ部部長

土 田 勝

日本名古屋伝道部部長

田 中 健 治.

】



私は謙虚な気持ちで，大管長のおっしゃる通り，

大管長の心が 日本の皆様に伝わるように責任を果

たしたいと思います。

私たちはキリスト様の 「恵み」を受け，聖めら

れるために，ふさわしく生活しなければなりませ

ん。聖められることが大切であること，またその

ためにキリス ト様が十字架におかかりになって下

◇ ◇

さっ た こ と， キ ンボー ル 大 管長 は真 に神 様 と話 さ

れ ，私 た ち を助 け 導 い て くだ さ る方 で あ るこ とを

証 します 。

日本 の地 に主 の み た まが 豊 か に 注が れ るよ うに

精 進 した い と思 い ます 。

私 は心 か ら ジ ョセ ブ ・ス ミス が こ の福 音 を回復

し た神 の予 言者 で あ るこ とを証 し ます 。

◇

神権の聖任に関する新しい啓示が下される

神権の聖任 に関 して主か ら新たな啓示が下 され，すべての資格ある男性会員に

神権が授け られるようになったこ とが，去 る6月8日 ，大管長会 より発表 されま

した。教会の全神権役員に宛た大管長会の手紙の全文 を以下に掲載致 します。

末日聖徒イエス ・キリスト教会の神権役員各位

拝 啓

現在世界各地で主のみ業が進展 してお り，多くの国々の民が回復されたメッセージを受

け入れ，群 をなして教会に加わっています。私たちはこのような発展を感謝しています。

このことから私たちは，立派な生活を送っているすべての教会員に，福音のもたらすあら

ゆる特権と祝福が与えられるように望む気持ちを持つよう霊感されました。

神の永遠の計画の中でいつの日か，すべての資格ある兄弟たちが神権を受けるようにな

るであろうと約束 している過去の予言者や大管長の言葉を知っていた私たちは，神権 を差

し止められている兄弟たちの忠実な姿を目にして，これら忠実な兄弟たちのために長い間，

熱心に主に願って参 りました。私たちは，何時間もの間，神殿の一室で主に導 きを願い求

めました。

その結果，主は私たちの祈 りを聞き届けて下さいました。長い間待ちこがれていた約束

の 日が訪れたことを，主は啓示によって私たちに確認して下さいました。すなわち，教会

の忠実で資格ある男性会貝はすべて，聖なる神権を，その神聖な権能 を行使する権威 と共

に受けることができ，.またそれに伴い，神殿の祝福を初めとするすべての祝福を愛する者

と共に享受できる日が訪れたのです。従って今後，教会のすべての資格ある男性会員は，

人種や肌の色を問わず，神権への聖任を受けることができます。神権指導者は，アロン神

権，メルケゼデク神権，いずれの場合 も，聖任を受けようとする人が規定の標準にかなっ

た生活をしているかどうか，教会の方針に従って入念な面接を行なうようにして下さい。

主は，主の承認したもう僕の声に耳を傾け，福音のあらゆる祝福を得ようと自らを備え

る全世界の主の子 らすべてに祝福を与えようとしておられます。私たちは，主がそのよう

なみこころを今私たちに知らせて下さったことを，ここに謹んで宣言します。

敬 具

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

N・ エ ル ドン ・タナ ー

マ リオ ン ・G・ ロ ムそ 一

大 管長 会
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ブ リガ ム ・ヤ ング

ユ ー ジ ン ・イ ング ラ ン ド著 の

シ リーズ よ り

101年 前 の1877年8月29日 に ， ブ1」 ガ ム ・

ヤング大管長はこの世 を去 った。彼は，

砂漠に花 と咲いた350の 市や町 を導 く指導者

であり，10万 を越える人々に とって文字通 り

神の代弁者，予言者であった。ブ リガム ・ヤ

ング大管長は，予言者ジ ョセブ ・ス ミスとそ

の兄ハ イラムの殉教後の試練の時期にこの教

会を導いてきた。彼は何千 という聖徒 たちの

2，200キ ロに及ぶ脱出行 を指揮 し，荒野に文明

社会 を築いた。また，彼は雄弁家であ り，偉

大な宣教師で もあった。さらに各種芸術 を奨

励 し，大学や学校 を設置 し，準州知事を務めた。

この神権時代の第2代 予言者の業績は，末

日聖徒の間で広 く知 られている。 しか し比較

的な じみのないのは，彼の若い頃の生活 と教

会へ の改宗の話 であろう。

ブ リガム ・ヤ ングが1820年 代の初 めに建 築 を手

伝 った家。ニ ューヨーク州オー レ リウス近郊
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教会の教 えに初めて接 した当時，ブ リガム・

ヤ ングは2週 間 も学校に通 っていない状態で

あった。そこで彼の母親は学校教育 の代わ り

に，家でできる範囲で子供 たちを教育 した。

母親はブ リガムに字の読み方 を教 え，父親は

聖書の話 を教 えた。

ブ リガムの両親は熱心で厳格なメソジス ト

教徒であった。 しか し彼は両親の信心に追従

するで もな く，か といって反抗す るでもなか

った。ブ リガムは非常に独立心に富んでいた。

そのため， 自分の宗教を決める前に慎重に長

い時間をかけて検討 した。後に彼は，若い頃

の経験を円熟した洞察力をもって振 り返って

いる。

「私は若い頃
，非常に厳格 に行動 を規制 さ

れ， 日曜 日には運動のために30分 以上歩 くこ

とも.禁止されていた。……若い頃はダンスを

したことがな く，.11歳になるまでバイオ リン

の美しい調べにひたるこ ともなかった。 また

11歳 になってそれを聞いた時に，このままぐ

ず ぐず していると地獄へ落ちて しまうと感 じ

たものである。私は自分の子供たちにそうい

う不.自然な教育は した くない。ダンスに行 き，

音楽 を学 び，刀・説 を読んで，体の鍛練，精神

の高揚，知性の向上 を計 り，心身共に自由を

感 じられるようなこ とをどん どん してほしい

と思 っている。」(力 雛ηα1げ αb60媚 θs「説教

集」2：94)

ブ リガムは小 さい頃に質素，勤勉 を学んだ。

椅子作 り職人やペ ンキ屋に見習い奉公をした。

そして18の 年には立派な技術 を身につけ，小

規模 なが ら木工細工店 を自営す るよ うになっ

た。階段吹抜 きの装飾， 天ロの欄間，扉枠，

階段の手す り，屋根裏 よろい窓や暖炉前飾 り

の見事 さに，工芸職 人として彼は今 でも西部

ニュァヨー ク州で有名である。

彼はこう語っている。「価値のあることなら

とこ とんやるだけの価値がある と思 う。 また，

依頼主のために長持 ちのする誠実なよい仕事

をす るこ とが，.安息 日に神 を礼拝す る行事に

出席するの と同 じように，自分 の宗教の大切

な一部である と考えている。」

ブ リガム ・ヤ ングは長い間まことの宗教 を

探 し求めた。彼 もジョセブ ・ス ミス と同じよ

うに，両親の宗派に加 わらなかった。あちら

こち らの教会の集会に出て，家では実直，勤

勉な愛情深い夫であ り，父親であった。しか

し，実直，勤勉 な生活を送るだけでは飽き足

りなかったことは明らかである。彼は霊的，

精神的に満たされるものを求め， また人生の

意義 に関す る数々の疑問に対 して解答 を求め

ていたに違いない。この回復 された教会の初

期の改宗者の多 くがそうであったように，彼

も行 く先々で真理の自由な探究者たちの仲間

入 りをした。ブ リガムの兄弟の ピネアスはそ

の ような グループの指導者で，予言者の弟の

サ ミュエル ・ス ミスか らモルモン経の初版の

うちの1冊 を入手 した。 しかし， ピネアスは

自分 の率 いる宗教研究集 団に，人々を間違っ

た方向へ導 くような ものを見せた くない とい

う責任感から， モルモン経 を一心に読んだ。

その結果，懸念していたような誤 りは見つか

らなかったので，次の安 息日にグループに紹

介す ることにした。恐 らくブ リガム もその場

に同席していたことだろう。その時のことに

つ いて， ピネアスは次のように告げている。

「この本について話 したが
，10分 と経たない

うちに，神のみたまが驚 くべ きかたちで私に

とどま り，私はその書物の大切 なことを聖書

からの引用をまじえて長々と語 った。そして
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最後に，自分はこの書物 を信 じると人々に公

言して話を終 えた。」

ピネアスは自分のモルぞン経 を父親に貸 し，

父親はそれ を 「これ までに読んだ うちで最高

の本」だ と考 え，次にそれを姉妹のファニー

に渡した。そしてそれ を読んだ彼女は，「これ

は啓示だわ」 と語 っている。それか らファニ

ーはそのモルモン経 をブ リガム ・ヤングに渡

した。

「私は2年 間一生懸命に研究 した末
，その

本を受け入れる決心 をした。…… 自分ですべ

てのことを立証す る時間が欲しかった。」(「説

教集」3：91)

また，ブ リガムは別の折にこ うも語 ってい

る。

「私はまずモルモン経を続み
，次にそれ を

信 じる人々 と会ってみたい と思 った。……良

識ある人々か どうか， もしそうであったら是

非聖典にふさわ しい生活態度を見せてほしい

と思った。……私はあらゆることをよく考え，

納得 して初めてその書物を心から受け入れた。」

(「説教集」8：38)

それ から1年 半後，彼はついに行動 を起 こ

した。ペ ンシルベニア州コロンビアか ら訪れ

てきた宣教師のひとりがブ リガムを前に，証

を述べた日のことである。

「彼は雄弁ではないし
，人前で話 をす る技

量 もあ りませんでした。しか し 『私は.聖霊の

力によって知っています。モルモン経 は真実

です。ジョセブ ・ス ミスは主の予言者です』

と語 る彼の姿を見ていた時に，聖霊が私の理

解力を増 し，私は光明 と栄光 と不滅の何かを

感 じた。私はその気持ち.に包まれ，促 されて，

彼の証が真実であることを知 った。…… 自分

の判断力 と天与の才能 と教育は，単純だが力
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ブ リガ ム ・ヤ ング大管長

強いこの証の前に屈 したのである。……それ

は私の全身 を光で包み，心を喜びで満たした。」

(「説教集」1：90)

こ りしてブ リガムは，1832年4月15日 に，

力強い証 を述べ たあの宣教師か ら，メン ドン

の自分 の店の裏手にある水路でバプテスマ を

受けた。

ブ リガム ・ヤ ングの教育観

教育は良いこ とである。教育 を受けて， そ

れを鼻にか.けることな く福音伝道のために用

いる人は祝福される。(「説教集」11：214)

この教会の会貝は永遠の生命の教 えを奉 じ

ている。私 たちはその観点から自分の存在，

存在の目的，そのための計画を理解 し，赤子

の状態か ら脱却 して賢人 となるべ きである。

そうす る時に，私たちの 日々は無知によって

空 白とならず，有益な 日々 となる。神 は私た

ちをこの地に置 き，私たちに能力を恵み，社



1833年 にブ リガ ム ・ヤ ング が福音 の教 え を

説 いた とされてい る，ニ ュー ヨーク州オー

バ ー ン近郊 の学校

ブ リガム ・ヤ ング大管長

会の，国家の， また永遠の幸福 を生み出すこ

とのできる手段 を与えて下 さった。(「説教集」

9：190)

人 の子 らが学ぶ様々な芸術や科学は福音に

包含され る。ここ数年間科学や機構の面です

ぐれた業績があがっているが， その知識は，

一体 どこか ら来たのであろ うか。その知識は

神か ら来る。に もかかわらず， どうして人は

その神 を認めないのであろうか。それは.自分

の利益ばか りに目を奪 われて，物事 をあるが

ままに眺め，理解 しようとしないためである。

電気の利用 を人に教 えたのはだれか。人が独

力でそれを発見 したのだろうか。否，人はそ

の知識 を至高者か ら与えられたのである。発

明，発見の栄誉 は現在人に帰されている。 し
1

か し，あ らゆる芸術 と科学の源は神である。

人は知識をどこか ら得たのであろうか。初め

か ら自分 自身の内に持 っていたのであろうか。

否，・入は草 の葉1枚 つ くることができないし，

また他の物質の助けなしに1本 の毛 を白にも

黒に も変えることができない。そ うであるとす

れば，貧者や無学者 と同様，私たちは至高者に

依存 していることを認めざるを得ないのである。

私たちは現在労働の省力化 を図 る非常に素晴

らしい機械 を作り上げる知識 を，どこか ら得て

いるのだろうか。天か らである。天文学の知識

や，宇宙空間を貫き通 して見 る望遠鏡 を作 る

力はどこから得 たのだろうか。私 たちはそれを，

ヒモー セや彼以前の人々が知識を得た と同じ御

方，地球が水におおわれ，民は滅びるとノア

に告 げた同じ御方から得たのである。また，

その御方から， この地球 につけ る奥深 い事柄，

この地球に関連 したあらゆる原則を探求す る

力が授け られている。(「説教集」12：257)

末 日聖徒 の奉 じている宗教は，それをわず

かで も理解す る人々 を，知識の探求に駆 りた

てるものである。真理 を見聞 きし，学び，知

ることにこれほ ど熱心な民はほかにいない。

(「説教集」816」)

環 境が どうであれ，何ひ とつ不 自由ない境
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麺鑛 一
、暫 器.{障 ：1…。.
黍 、

遇にいても逆境の さかなにあって も，あなた

は周囲のあらゆる人々， 出来事，すべての環

境から学ぶことができる。(「説教集」4：287)

子供 たちの教育は私たちが配慮す る価値の

ある問題である。また， この壇上か らの長老 .

た ちの教えもそうである。これは両親や次代

の担い手たちの胸にしっか りと銘記すべ き事

柄である。(「説教集」13：262)

子供 たちに母国語の基礎 を正 しく教 え込む，

それから順に高度な学問へ進 ませなさい。あ

らゆる分野の真実で有益な学問を父親以上に

習熟させ なさい。国語が よくわか るようにな

ったら，他国語 を学ばせ，他国の風俗，習慣，

法律，政治を習熟させ なさい。また，芸術や

科学に関す るすべての真理 と，そしてそれを

現実の生活に適用す る方法を学ばせ なさい。

地の上にあること，地の中にあること，天に

あることを学ばせ なさい。(「説教集」8：9)

教会 貝は子女の教育に特別の注意を払 うよ

うに していただ きたい。できる限 り，一般教

育の施設を備 えて，やがて若者たちが救いの

使者，山間の神の王国の代表者 として世 にい

でゆ く時に，最良の社会 と交際して，真理 の原

則を明瞭，聡明に説 くことができるようにすべ
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上 ：ブ リガム ・ヤ ング とジ ョセ ブ ・ヤングが伝

道旅 行途中 に通 った， オハイオ州 アスタブラの

エ リー湖岸

下：カートランド神殿の説教壇の背後の窓。ブ

リガム・ヤングが設計し，施工したとされている

きである。あ らゆる真理は天よりいで， また

私たちの奉 じる宗教に包含されるか らである。

数学，音楽，その他あらゆる科学，芸術の

世界におけるすべての偉業，高度な技術， 人

類へ の貢献は， ことごとく聖徒たちの中から

生 まれて然 るべ きものである。(「説教集」10：

224)

私 たちの教育は，知性 をみがき，社会に貢

献す る能 力を培い，人類家族によ りよく奉仕

するてだて となり，粗野な生活，言葉，思考

か ら脱却 させ るもの となるべ きである。(「説

教集」14：83)

私 は子供たちが音楽の勉強や練習に熱心 な

のを見てうれしく思 う。彼らには有益なすべ

ての学問分野 を学ばせ なさい。私たち教会員

は将来，宗教，科学，哲学において国々 をし

の ぐ民 となるか らである。……

教会の学校に集 う子供たちに教義 と原則，

人生の生 き方に関して必要なこ とをすべ て教

えなさい。また，母親には，良妻賢母 となる

ように，自分の ことや女性の役割 を果たす方

法を学ばせ なさい。姉妹たちには労働による

節倹 と家庭の管理法を学ばせなさい。(「説教

集」12：122123)



左 ：メ ン ドンの作業 水車場で使 うために作 っ

た水力利用 の旋盤

左 ：1829-30年 に ブ リガ ム ・ヤ ング が作 業 水

車 場 を建 て た地 点 。1832年4月15日 に ， こ こ

で バ プ テ ス マ を受 け た。

右上 ：ブ リガ ム ・ヤ ングが青 年時代に ダンス

を習 ったニュー ヨー ク州オー レリウスの宿屋

中央 ：最初 の妻 ミリアムに出会 ったと言 われ

て いる家

下 ：1829年 父 ジ ョン ・ヤ ング の ため に建 て た

ニ ュ ー ヨー ク州 メ ン ド ンの 家

結婚 後短期間暮 らしたヘイデ ンビルの家

右1829年 頃 メン ドン在住中 に作 った椅子
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発展する教会教育

宗教教育担 当副委員長

ジ ョー ・J・ ク リス テ ンセ ン

兄弟 との会見

記者 ：教会にセ ミナ リー とインスティテユー

トのプログラムがあるのは どうい う理由か ら

ですか。

ク リステ ンセン兄弟 ：簡単に言えば，セ ミナ

リー とインスティテユー トの目的は教会の若

人の持つ天与の性質 を伸ば し，育成する助け

を家庭に与えることです。

記者 ：セ ミナ リー とインスティテユー トのプ

ログラムは，世界各国で実施 され，短期間に

急速な発展 を見ていますね。 その発展状 況を

少し教えていただきたいのですが。

ク リステンセン兄弟 ：セ ミナ リー ・インステ

ィテユー ト ・プログラムが世界各国で実施 さ

れ るようになったのは，霊感によります。1970

年 の11月 に，教会教育委員会は，セ ミナ リー

とインスティテユー トを可能な限 り早急に全

世界の教会員に普及 させ ることを決定 しまし

た。そして私たちは，教会員数 とセ ミナ リー・

インスティテユー ト・プ ログラムの複雑さを

考慮して，まずスペ イン語， ドイツ語，ポル
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トガル語 の諸国でこれを実施す ることにしま

した。それに伴 う仕事は大変 なもので した。

テキス トを翻訳 し，各国に2ヵ 国語 を話せ る

教師陣 をそろえ，各国か ら資料を取 り寄せな

ければな りません。

しか し，初年度か ら驚 くほどの反応があ り

ました。例 えば， グァテマラでは，初年度の

登録生徒数が200名 もいれば よいと思っていた

のが，1971年4月 か ら6月 までの『3ヵ月間に

750名 を越 える生徒が集まったのです。ブラジ

ルのサンパウロでは，最初 の1年 間に900名 以

上の登録があ りました。アルゼ ンチンとウル

グァイでは合計700名 の生徒が集 まりました。

現在，セ ミナ リー ・インスティテユー ト・

プログラムは，17ヵ 国語，51ヵ 国で行なわれ

ています。そして間もな く55ヵ 国にふえる予

定です。今年度は全世 界の登録人数が295，000

人以上になってい ます。

記者1セ ミナ リー とインスティテユー トはど

の ように行なわれていますか。

クリステンセン兄弟 ：地理的に可能であれば，

週 日の早朝に1時 間，ワー ド部やステーキ部

の若人が一緒にセ ミナ リーの早朝プログラム

に参加 します。

もうひ とつは家庭学習プログラムです。こ

れは教会員の少ない地方で行なわれ ます。支

部の登録者がひとりであっても，週 日に正式

な宗教教育が できるのが， このプログラムの

大 きな特徴です。生徒 たちは主 として自分の

家庭で勉強 し，毎週一度 日曜 日か週 日に集 ま

ってレッスンを受け ます。

家庭学習プログラムが実施 されている所で

は，各支部，各ワー ド部に1名 の教師が召 さ

れます。 そして教師は，生徒たちの勉強した

こ とを調べ ます。また，資料や ワークブ ック



など，生徒が勉強 してきた ものを調べ るほか

に，学習意欲 を高める霊的なレッスンを行な

い ます。 そして，生徒 は新 しい割 当てを受け，

資料 を持 って帰宅 し，次の1週 間それを勉強

します。

普通，家庭学習プログラムに参加 している

生徒 たちは， 月に1回 スーパー ・サ タデー と

いう会に出席 します。これは，150キ ロ内外の

範囲で生徒や教師たちが集 まり，専任の教師

か ら教 えを受けるものです。 また，この集会

に出席 した生徒 たちが若い男性 ・若い女性プ

ログラムの活動 に参加 している間に，専任の

教師は翌月の活動に関す る指導を教師たちに

与 えます6

記者 ：学習 コース としては どあよ うな ものが

あ りますか。

ク リステンセン兄弟 ：高等学校程度のレベル

で， 旧約聖書，新約聖書，モルモン経，教会

歴史 と教義 を勉強 します。インスティテユー

トでは，教義 と聖約，生け る予言者たちとそ

の教え，交際 と結婚，伝道の準備 に関す るコ

ー スがあ ります。

記者 ：高等学校の レベル と大学教育の レベル

とでは学習する内容が違いますか。それ とも，

取 りあげ方が違 うだけですか。

ク リステンセ ン兄弟 ：どち らも重点を置いて

いるのは聖典 と歴史的背景 です。 インスティ

テユー トは聖典や背景が深 く突っ込んだ内容

です し，セ ミナ リーでは生徒の興味を引きつ

け，動機づ けを与 える概念が強調 されていま

す。

記者 ：セ ミナ リーやインスティテユー トのレ

ッスンは 日曜学校 とどのように違 いますか。

クリステンセン兄弟 ：大 きな違いは構成 と教

え方です。教会の補助組織では，教師用手 引

きしかあ りません。教師は生徒に必要である

と思 うことを教 えるわけです。一方セ ミナ リ

ー ・プログラムでは
，生徒に1週 間毎 日個人

学習するための資料が渡 され るので，当然，

セ ミナ リー ・インスティテユー ト ・プログラ

ムの方が資料がず っと多くな ります。

記者 ：何か課題 はあ りますか。

ク リステ ンセ ン兄弟 ：量が増す一方で質 を落

とさない ようにす るこ とです。効果的に，し

か も経済的に行 なうということが課題だと思

います。

もうひとつ大切 なことは，両親にこのプロ

グラム を理解 していただ くことです。授業参

観や若人との話の中か ら内容 を理解 していた

だ くように してい ます。このプログラムを理

解 して下 さった両親の方々は，非常に熱心に

若人の参加 を促 し， よ く手伝 って下さいます。

記者 ：両親が参加できる，成人を対象 とした

学習コースはあ りませんか。

クリステ ンセ ン兄弟 ：インスティテユー トは

成人 を対象に計画 されたプログラムで，その

ために個人学習ガイ ドが準備されてい ます。

モルモン経，新約聖書その他，全部の コース

に個人学習ガイ ドがそろっています。 また，

希望すればだれでも，週 日に正式な成人向け

宗教教育が受け られます。

末 日聖徒 の学生が大勢になれば，どの大学

に もインスティテユー トを併設 します。けれ

ども，大学に通 っていない人や，大学に通っ

ていて もインステ ィテユー トの時間にクラス

に出られない とい う人々が大勢います。そこ

で， もし神権指導者が個人学習プログラムに

関心 を持 って支持して下 さるな らば，神権指 .

導者の要請に応 じてプログラムが実施 され る

ようになっています。すべての人に福音を勉
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強す る機会 を提供す るこ とが，私たちの 目標

だか らです。

記者 ：両親はそのほかに どのような祝福 を受

けていますか。

ク リステンセン兄弟 ：インステ ィテユー ト・

プログラムが開始 された当初は，生徒数が心

配で した。 しか し，今 は大勢の人々が参加 し

ています。私たちは皆福音 を勉強 して証 を強

める必要があ ります。

教会に入って 日の浅い教会員が多数 を占め

る地方では，特に個人がめ ざましい成長 を遂

げています。先 日，3年 前に改宗 した とい う

父親 と話す機会があ りましたが，彼はこ う言

っていました。「バプテスマを受け るとす ぐに，

支部の 日曜学校会長会に召されました。その

ために， 日曜学校の クラスで福音 を勉強す る

機会がほとんどな くな りました。ですか ら，

今ではセ ミナ リーに出席 している子供たちの

方が，私 よりも福音に通 じています。」この父

親は， もっと速 く福音についてた くさんのこ

とを学べ る方法 を捜 していました。家で子供

たちに遅れを取 りた くなかったのです。そこ

で，インスティテユー トのプログラムに頼 る

ことにしました。このプログラムは改宗 して

間もない教会員に とって特に有意義です。 し

かし長い歴史のあるステーキ部でも福音 をも

っと知 りたい と切実に考 えている人々がいま

す。

記者 ：神権指導者はどのようにすれば若い人

々をこのプログラムに登録させ，活発に活動

させ ることができるで しょうか。

ク リステ ンセン兄弟 ：大切 なことは，教会の

教育組織 と教会の指導者が協力 して，若人の

ためになる宗教教育 を実施することです。指

導者は利用可能な援助手段 を使 って各生徒 を
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助 け るようにします。

ワー ド部でいえば，監督 は幹部書記の助け

を借 ります。ステーキ部 も同様 です。幹部書

記は，監督会，ステーキ部長会，高等評議員

.会のアジェンダに教育の項 目を加 えて，検討

の必要な問題や，教会の指導や力につ いて話

合いが行 なわれるように します。

また，.神権指導者は週 日の宗教教育 に関心

を持 ってほしい と思 います。キ・ンボール大管

長は 「歩み を速め る」運動の中で，神権指導

者，生徒，両親 など，大勢の人々に福音 を学

ぶ責任のあることを強調 しておられます。ま

た，セ ミナ リー ・プログラムは若人に福音 を

教 え，彼 らの証 を強め る良い手段であると言

われ ました。このプログラム を推 し進める時

に，大勢の若人が伝道に出るよう.になります。

記者 ：セ ミナ リー ・インスティテユー ト・プ

ログラムに参加するのに どれ くらいの費用が

かか りますか。

クリステンセン兄弟 ：授業料はただです。し

か し，生徒 の活動費用が少 しかか ります。ま

た，本や テキス トや学習 ガイ ドなど，個人用

の資料 として購入 していただ くものがあ りま

す。基本的には，生徒 の支払うお金は活動や

資料の形 で生徒に戻 ってきます。

私 たちは，経費の問題で福音 を勉強できな

いという人がひとりもいないように と願 って

います。経済事情が どうであろうと，全貝に

福音を学ぶ機会が与 えられるようにしたい と

思います。福音の精神 を理解 した末 日聖徒 な

らば，何 としてでも子供 たちが もっと祝福 を

受け られるようにす ると思います。

記者 ：低所得家庭の子供 たちはどうすればよ

いのでしょうか。特別な規定があ りますか。

クリステ ンセ ン兄弟 ：監督や支部長が気 をつ



けていて，費用 を捻出できない人に十分な援

助 を与 えていただきたいと思い ます。

ま.た，生徒による相互援助プログラム もあ

り，大勢の生徒が資金 を出 して経済的 な問題

で参加 できない人々 を援助 しています。

記者 ：セ ミナ リー ・インスティテユー ト・プ

ログラムは どのような祝福 をもたらしていま

すか。

ク リステ ンセ ン兄弟 ：若人がセ ミナ リー ・イ

ンスティテユー ト・プログラムに参加 してい

る所では，個人や ワー ド部，ステーキ部，伝

道部に成長が見 られ ます。フィリピン ・マニ

ラ ・ステー キ部のアウグス ト・リムステー キ

部長は，ステーキ部長 に支持 された時に，経

験のある指導者が少な くてステー キ部が存続

できるか どうか と心配 していました。 しか し

後に彼はこ う語ってい ます。「セ ミナリーや イ

ンスティテユー トを受けて福音 を学び，教 え

ることさえ もで きるようになっている人々が

大勢いるのがわか りました。セ ミナ リー ・イ

ステ ィテユー ト ・プログラムがこの地方の指

導者を養成 して くれ ました。」

また， しばらく前にペルーの伝道部長を訪

れ た時，伝道部長はこう言い ました。「この5

ヵ 月間，北アメ リカか らの宣教師の派遣があ

りません。1年 前にはペルー人の専任宣教師

は2，3人 でしたが，今では45人 にな り，今

年度末には100人 に なる見込み です。」

宣教師になって自分の国で働 いている若人

は， もっと大勢います。ブラジル では5割 以

上がブラジル人の宣教師です。その結果，改

宗率 は高 くなっています。セ ミナ リー とイン

ステ ィテユー トが若人に大 きな影響を及ぼ し

ていることは，いろいろな証拠か ら明らかで

す。

しか し，すべてがセ ミナ リー とインスティ

テユー トのおかげだ とは言 えません。教会に

は宣教師の養成に役立つプログラムがた くさ

んあるからです。予言者も伝道活動を強調 し

てい ます。 しか し，世界各国か ら伝道に出た

宣教師たちに 「伝道に出よ うと決心するにあ

たって最 も影響が大 きかったのは何ですか」

と質問す ると，セ ミナ リーで福音を学んだこ

と， という返事が 多いという調査結果があ り

ます。福音 を学 び，福音の精神 を理解 した若

人な らば，伝道に出るように とい う予言者の

勧めにきっ と応 えて くれることで しょう。逆

に，福音を勉強せず， そうい うことに興味 を

持たなかったら，ノアのように予言者が120年

間 説 き続けたとして も，何の反応も得 られな

いに違 いあ りません。神の予言者 と， その言

葉に聞 き従 う民がいては じめて，物事は始 ま

るのです。

現在の発展状況 を考 えると胸が躍るばか り

です。教会教育委員会が1970年11月 に世界各

国でこのプログラム を進め るとい う決定を下

した時，それは確かに霊感によったと思いま

す。そして今，私たちはその霊感 のもた らし

た恵み を刈 り取 り，週 日の福音学習か ら得 ら

れる祝福を大勢の人々に与 えようと一生懸命

に努めているのです。

☆ ☆
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人生 にめざめま した

「おかげで人生が変わ りました。そ して，

私は大きな感化 を受けて，伝道に出ることに

なりました。」

「教会歴史のコースで勉強 して，バプテス

マ を受けなければな らないという証 を得 まし

た。」

「いろいろとためにな りました
。伝道に出

る準備が整い，福音の知識 と証が増 し，支え

と励み とを得ています。」

3.人のチ リ人宣教師がこう語 るのは，一体

何のことだろうか。セ ミナ リー ・インスティ

テユー ト・プロ グラムである。 このプログラ

ムにこのような気持 ちを抱 くのは，決 して彼

らに限ったことではない。

教会の教育プログラムが世 界各地で進め ら

れるよ.うになってから，青年に限 らず，何千

何万 という教会員が似 たよ うな経験をしてい

る。前のペー ジには宗教教育担当副委貝長の

ジョー ・J・ ク リステンセン兄弟 との会見の

記事が載 ってい る。その会見で， クリステン

セン兄弟は，セ ミナ リー6イ ンステ ィテユー

ト ・プログラムの歴史 と，機能 と，影響につ

いて語っているが， このプログラムにはその

ような大きな力が.ある。個々の参加者やその

家族，ワー ド部や支部，学友その他，大勢の

人々の生活 にその影響は及ぶのである。

最近，セ ミナ リー とインステ ィテユー トの

参加者 と修了者，両親，神権指導者に， この

プログラムに対する感想を募った ところ，世

界各国か らた くさんの手紙が寄せ られた。 ド

イツ語か ら中国語まで，言葉は様々であった

が，言わんとす るこ とはどれ も同 じであった。

その中か ら幾つか を御紹介 しよう。

ブラジルか ら 「伝道の召しを受けるに

至 った訳 と，良い伝道ができた理由をいろい

ろと考 えてみた時， セ ミナ リー ・プログラム

か ら大 きな影響 を受 けたことに気づ きました。

セ ミナ リーで学んだ教えの中で， 自分に一.

番意義があったのは，家族が大切であるとい

う教えです。」

ペルーの リマに住むあ る父親 も， このプロ

グラムが家族 を強めるのに大 きな影響力を持
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っていると語 っている。「セ ミナ リーで学び始

めてか ら息子の生活は非常に変わ りました。

そして，家庭での親子関係 まで違って きまし

た。今私は息子 を実に誇 りに思 ってい ます。

彼の精神に感化 され，私 たち家族 の生活が変

わったように思い ます。」

セ ミナ リー ・インスティテユー ト・プログ

ラムは，ワー ド部や支部 の若人と他の教会員

との関係 にも影響を及ぼす。 ドイツに住むあ

る若者は，伝道に出る前 に，以前のセ ミナ リ

ーの教師に次のような手紙を書いた
。「私は支

部に親 しみ を感 じています。兄弟姉妹に会 え

る集会がいつ も楽 しみです。……幸せ で楽 し

いんです。この ような気持ちを持てるように

なったのは，セ ミナ リーの影響によるところ

が大 きいと思 います。」

セ ミナ リーやインスティテユー トの生徒か

ら来 るすべての手紙に共通 した事柄がある。

それは，活発に参加 した結果，知識 と証が深

まった ということである。

「セ ミナ リーに出席したおかげで
，私の霊

性 は高ま り，救 い主についての知識が増 しま

した。そして，この知識が私の信仰の基礎に

なっています。回復 された福音に対する証 と

確信 を持つことができて，私は今幸せです。」

こ う語るのは台湾の生徒 である。

「旧約聖書 を勉強してから
，聖典 を読み，

、そこで学んだ教 えを日常生活に応用す ること

の大切 さを知 りました。」ブラジルの若い宣教

師はこ う語っている。「また，モルモン経 を学

ぶ ことによって 自分の証 を揺 るぎない ものに

す ることができ， まだ教会 を知 らない人々に

証 を述べたいという気持 ちが強 くなりました。

そして，新約聖書のコースで救い主の生涯 を

勉強 して， 自分 と救 い主 との関係の深さを初

めて知 りました。」

教会員でない人々も，セ ミナ リーやインス

テ ィテユー トか ら多 くのものを得ている。台

湾出身のある青年 はこう言っている。「まだ求

道者の時に，セ ミナ リーに登録 しました。お

かげで信仰 と証が強め られ，バプテスマを受

けて教会に入ろうとい う勇気が出ました。」

また，不治の病 で入院 していた ドイツの少

女，バーバラの例 もある。彼女がインスティ

テユー トの勉強に没頭 している姿に，ある看

護婦が興味 を持った。そして彼女は，バーバ

ラか ら話 を聞 いてテキス トを注文 した。バー

バ ラは翌年 この世 を去 ったが， その看護婦は

教会に入 った。

前に も述べたよ うに，セ ミナ り一 とインス

ティテユー トの生徒 から寄せ られた手紙は多

く，このプログラムから感化 を受けた人の例

はまだまだた くさんある。それをひと言で表

現 したのが，「私はセ ミナ リー・プログラムの

おかげで入生にめ ざめ ました」 というチ リ人

宣教師の言葉であろう。
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